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外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

１　教育・子育て　「つべつ・人・未来づくり」　～人と地域の中で豊かに学びあい未来の人材を育むまち～
施策　１－１　子育て支援の充実　「子育てしやすく子どもがすくすく育つ　子育て世代に選ばれるまちづくり」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部署 内部評価

◉津別の子どもたちが町外へと巣立っ
てからも、「津別の子育て環境の良
さ」を思い返し、「子育てをする場」とし
て再び津別に戻ってくるまちとなって
います。

◉子育て世代が住みたいと思う環境
（働く場・住居・生活環境）が整ってお
り、「子育てする場・暮らしの場」として
選ばれるまちとなっています。

◉町民が子育てのしやすさを実感し、
さらには町外にも発信され移住者が
増加しています。

◉小さな子どもから中高校生まで、子
ども一人ひとりが気軽に安心して過ご
せる居場所があります。

[1-1-1]　子育て情
報の充実と「子育
てしやすいまち」と
しての発信強化

保健福祉
課

・子育て情報の発信：令和２年度から「つべびぃ」母子手帳・子育て
支援アプリを導入。母の健康記録、子の成長記録、予防接種管理
などの母子手帳機能の他、地域の子育て情報の発信を行った。
R4.3月末現在、68件のユーザー登録（前年度比17件増）。地域の
子育て情報は、R4年度19件発信。
・子ども子育て支援会議を子育て世帯のニーズの把握・共有、課題
整理の場として捉えており、令和３年度は１回会議を開催した。（子
育て世代包括支援センターの設置、新生児誕生祝品に関する意見
交換）

・母子手帳交付時、赤ちゃん訪
問時に個別周知したことで前
年よりアプリ登録者が増えて
いるが、新型コロナの影響もあ
り、前年度に引き続き広くPRす
ることが困難だった。
・上記の理由で、まだアプリを
登録していない方も多くおり、
直接子育て情報を届けること
ができていない方も多くいる。

・必要な情報が子育て世代に
直接届くよう、アプリの登録者
数の増が必要と考えるため、
引き続き個別勧奨の継続と、
広報・HP等の媒体の活用、新
型コロナの感染状況に配慮し
ながら可能な場面でのPR活動
を行う。
・役場だけでなく、町内の関係
機関の協力を得て、子育て情
報を掲載したパンフレット等の
設置等を進め、情報発信を強
化する。

【評価】

・新生児誕生祝品については
衣服の品質は良いと思うが服
ではない方が良い。置戸町の
オケクラフトを使用したお食い
初めセットは他市町からも評
判が良い。

【提案】
・すてきな良い取り組みだと思
います。
この書き方だと全体がみえて
こないので、対象者何人中何
人が登録で％で表してくれると
わかりやすいと思います。
また他の部署でも、災害の
LINEやマチイロなどアプリがあ
るので、連携してチラシなど一
緒に告知できる仕組みがあれ
ば、単独PRよりも効率的で良
いかと思います。
プロジェクトチームなど作って、
課をまたいで関係機関含め
て、予算つけて様々なアプリな
どの取り組みをの普及を％な
ど数字で上げられれば楽しい
かもですね。

・「つべびぃ」いい取り組みだと
思います。子育て世代の移住
希望者にもPRしていければと
思います。

・「タウンニュースつべつ」を
もっと活用して、情報発信する
べきかと・・対象者以外も耳に
することで認知度は上がると
思います。正直、知らなかった
ことが多く活用にお手伝いでき
ていない状況でした。



[1-1-2]　子育て世
代のニーズにあっ
た支援の充実

保健福祉
課

・子育て世代包括支援センターの運営体制の構築（マニュアル作成
等）
・乳児健診（3～4、9～10か月児）を医療機関へ委託し個別健診と
する事で、以前よりも適切な時期に受けられる体制づくりをした。R3
年度の受診率：3～4か月、9～10か月共に100％。
・乳幼児相談会事業を開始した。生後２か月～就学前までの乳幼
児を育てる保護者を対象に毎月１回実施。R3年度は計８回実施
し、合計70組の親子が相談に来た。
・育児学級に父親参加の回を設けたが、対象者の少なさやコロナ
等により開催できなかった。

・子育て世代包括支援セン
ターを住民へどのように周知し
ていくか。
・プレママ、育児学級等の教室
開催の難しさ（出生数の減少
による）

・産後ケアの利用区分の拡充
（医療機関へ委託し、短期入
所型・通所ロング型を新たに
開始する）
・3歳児健診にて、弱視の発見
率を高め早期治療開始する事
を目的に屈折検査機器を導入
する。

【評価】
・出生数減少により事業の開
催が減っているが、子どもや両
親に対する様々な「～学級」が
あり助かっている。

[1-1-3]　すべての
子どもの安全・安
心な居場所づくり
の推進

生涯学習
課

・児童館事業・放課後児童クラブの充実
　新型コロナウイルス感染症により、児童館の一般開放はせずに
児童クラブ登録とバス待ち児童のみの受け入れでの運営だった
が、感染症対策を徹底し安心安全な居場所作りができた。
→児童クラブ38名、準児童クラブ56名、バス待機児童９名、33事業
を展開（アソビバ事業との連携も含む）
・アソビバ！つべつの充実
　感染症対策として事業サポート体制を限定し、スポーツ推進委員
等と連携する事業を増やし対応することができた。（農業・林業・歴
史・運動教室など）
→年間23事業実施、登録者52名、延参加人数470名

・登録児童が多いことから密集
を避けた取り組みに苦慮して
いる

・児童館運営については、関
係機関と協議し、児童館のあ
り方を検討する。
・ICTを活用した事業展開

【提案】
・充実した環境を整えてくれて
いると思います。
児童館はipadやcrome bookの
導入はしてますか？
英語アプリや導入事例など先
進地もあるようなので、参考に
して導入してみてはどうだろ
う？
民間で学童保育がしやすい補
助金などを考えてみてはどうだ
ろう。

・躯体の老朽化や既存設備の
更新など、現代に合わせた児
童館の在り方を検討する時期
がきているのではないか。

建設課
（住宅、道
路、インフ
ラ）

・歩道修繕計画を令和４年２月に策定し、令和４年度から計画的に
歩道を修繕していく。
・子育て世帯の住宅取得支援のために、ふるさと定住促進奨励金
を補助した。新築分　５件630万円、中古住宅を購入し、また改修し
た世帯への補助　中古３件90万円、改修１件50万円。

・安全に歩行できるだけでな
く、賑わいの創出もできるよう
な歩行空間の整備。
・住宅取得支援の補助を継
続。

【評価】
・課をまたいで情報共有して、
連携を強めてほしい。

【支援】
・現在、新築中古含め子供の
進学のタイミングで家を検討さ
れる方が多いです。特に旭町・
豊永エリア。このエリアの物件
掘り起こしを更に進めていけ
ればと思っています。

【提案】
・高齢者の通行頻度が多い病
院付近、ベビーカーを使用す
る子育て世代が多く通行する
町なか中心部などから優先し
て歩道修繕されると良いので
はないか。

[1-1-4]　若い世
代が子育てできる
《住む・働く・生活》
の環境づくりの推
進

◉津別の子どもたちが町外へと巣立っ
てからも、「津別の子育て環境の良
さ」を思い返し、「子育てをする場」とし
て再び津別に戻ってくるまちとなって
います。

◉子育て世代が住みたいと思う環境
（働く場・住居・生活環境）が整ってお
り、「子育てする場・暮らしの場」として
選ばれるまちとなっています。

◉町民が子育てのしやすさを実感し、
さらには町外にも発信され移住者が
増加しています。

◉小さな子どもから中高校生まで、子
ども一人ひとりが気軽に安心して過ご
せる居場所があります。



住民企画
課
（買い物環
境）

・買い物等利便性確保の観点から、町内関連団体の推薦者からな
る推進協議会（一般公開）や、議会の特別委員会、全員協議会に
おいて、中心市街地の整備（買い物環境整備、交通拠点整備、賑
わい創出）について議論を行なった。今年度は図書館を含むコミュ
ニティ棟整備の関係が主となった。
→市街地総合再生基本計画推進協議会（令和３年度　８回開催）
→まちなか再生事業調査特別委員会（令和３年度　８回開催）
→全員協議会（令和３年度　４回開催）※議題該当回のみ

・長期的かつ波及的な経済効
果が得られる事業としていくた
め、さまざまな条件（民間事業
者との連携、補助事業の活
用、人の集まる仕掛け作り等）
を整理していく必要がある。

・引き続き、市街地総合再生基
本計画推進協議会と、議会全
員協議会で合意形成を図りな
がら、事業を進めていく。

総務課
（公共施
設）

・健康福祉センターが開設され、定例的に乳幼児相談会や１歳半・
３歳児健診を実施した。

・健診ホールのみでは手狭な
時があり、中ホール等も活用し
ながら実施している。

・健康福祉センターを拠点とし
て、子育てに関する事業を充
実していく。

産業振興
課
（働く場創
出）

・小規模事業者若者雇用促進助成金事業の継続実施。
→Ｒ3新規助成：２事業者３名人（年間４事業者６人）
・ＵＩＪターン新規就業支援事業の継続実施と町内企業への法人登
録の推進。
→Ｒ3移住支援金支給：単身２名

・事業者と求職者、それぞれが
求める仕事のマッチング

・R4より、小規模事業者若者
雇用促進助成金事業の要件
緩和。
・R4より、UIJ新規就業支援事
業の要件拡大。
・小規模事業者若者雇用促進
がR4までの時限のため、継続
検討。

[1-1-5]　保育
サービスの充実

保健福祉
課

・現在、町内で就学前児童を受け入れる事業所は認定こども園１か
所だが、多様な保育ニーズに対応できるよう、令和３年度において
も延長保育、一時保育事業などの事業を継続実施した。（延長保
育利用児童30名（延べ267名）、一時保育利用児童18名（延べ271
名））
・令和元年度10月から始まった「教育・保育の無償化」制度の制定
に伴い、子育てのための施設等利用給付事業（一時預かり保育の
無償化）を引き続き実施した。（令和３年度事業利用児童５名（述べ
497名））
・令和３年度末時点で、待機児童はいない。
・人材確保を目的として、学生を対象に令和元年度に実施した「ま
るっと！ふくし体験（介護・保育）inつべつ」は、新型コロナの影響で
開催できなかったが、町内介護・保育事業所のPR動画「The First
Tsubetsu」を作成し、YouTubeにて配信した。

・子育て支援の制度が複雑な
ため、特に広域での利用の場
合などは制度の説明に苦慮す
る場面がある。
・保育人材の確保に苦慮して
おり、今後保育ニーズに対応
したサービス提供が困難とな
る可能性がある。

・保育サービスの利用手続き
の説明資料を随時見直し、申
請手続きで簡素化できるもの
は簡素化し、保育サービスが
利用しやすい環境を整える。
・認定こども園の人材確保に
おける課題を行政と共有し、必
要に応じて、人材確保や人材
育成について対策を講じる。

【評価】
・「The First Tsubetsu」は町内
事業者を知るきっかけとして
（スタッフの雰囲気も伝わってく
る感じも良かったです）、就活
だけでなく多くの人にみてもら
いたいと思いました。

【提案】
・認定こども園の人材不足へ
の課題について、必ずしも有
資格者でなければいけないの
だろうか。

[1-1-4]　若い世
代が子育てできる
《住む・働く・生活》
の環境づくりの推
進

◉津別の子どもたちが町外へと巣立っ
てからも、「津別の子育て環境の良
さ」を思い返し、「子育てをする場」とし
て再び津別に戻ってくるまちとなって
います。

◉子育て世代が住みたいと思う環境
（働く場・住居・生活環境）が整ってお
り、「子育てする場・暮らしの場」として
選ばれるまちとなっています。

◉町民が子育てのしやすさを実感し、
さらには町外にも発信され移住者が
増加しています。

◉小さな子どもから中高校生まで、子
ども一人ひとりが気軽に安心して過ご
せる居場所があります。



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

[1-2-2]　地域学
（ふるさと教育）の
充実　《全学齢一
貫した取組の実
践》

生涯学習
課

・町教育委員会で作成し、小学校３～４年生で使用する「社会科副読
本」を使用し、津別の歴史や産業を知る授業の実施
・津別峠やノンノの森等の津別の自然を体験する授業の実施。
・町の産業を直接見て知るため、町内の工場等の見学授業の実施。

・コロナ禍でバス移動（１台で
密になる）がしにくくなってい
る。
・コロナ禍で工場の見学が難し
くなっている。

・学校運営協議会を活用し、授
業の見える化を図っていく。

【評価】
・「社会科副読本」読んでみた
いです。図書室などのあったり
しますか？

【提案】
・こちら側から提供するのでは
なく、子供たちから見えるつべ
つ的なものもあると思しろいか
もしれない。

・基幹産業として木材関係の
見学授業が多いと感じている
が、基幹産業以外にも幅広い
職種の見学をさせてはどうか。

１　教育・子育て　「つべつ・人・未来づくり」　～人と地域の中で豊かに学びあい未来の人材を育むまち～
施策　１－２　学校教育の推進　「夢や希望を持って未来を切り拓く子どもを育む『津別ならでは』の学校教育の推進」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部署 内部評価

【食育】今後授業の中で、生産
者の思いを聞くなどの場も設
けてみたい。

食育・木育ともに学校運営協
議会を活用し、授業の見える
化を図っていく。

【提案】
・素晴らしい取り組みだと思い
ます。
これにICTなど絡めて、気づい
たことをグループで掘り下げる
ような授業を設けても良いかも
しれません。
PBLで土壌を実際にしらべると
か、肥料の成分を考えるとか、
木製の製品はどんな需要があ
るかなど中学生あたりは製品
を考えたり、既存の流通を調
べたり、マーケティング戦略を
するのも楽しいかもしれませ
ん。
中学生が考える津別の木工製
品の売り方みたいな。

【評価】
・食育、木育とてもいい取り組
みだと思います。この項目では
ないかもですが、大人も知りた
いです。

・食育の取り組みは素晴らしい
と思います。頑張ってください。
難しい問題ですが、講師の方
の年齢は若い方が子供は親し
みやすいと思います。

・安心、安全な給食を提供され
ていることや、ふるさとへ関心
を持たせる事業は良いことだと
思う。

◉健やかで豊かな人間性と多様性・国
際性を育む教育が実践されていま
す。

◉子ども一人ひとりに応じた、未来を切
り拓く力と将来に向けた選択肢を与え
られる教育が実践されています。

◉小中一貫教育化による “津別ならで
はの” 体系的で特色ある授業が実践
されています。

◉先進的で新しい学びの教育を受けら
れるまちとなっています。

◉地域全体で子どもを育てるまちとな
り、地域の魅力を発信できる人材、ま
ちづくりに参画する人材が育っていま
す。

◉地元食材を使った安全で美味しい学
校給食が継続的に提供されていま
す。

[1-2-1]　特色の
ある学校づくり「食
育・木育」と「交流」
のさらなる充実

生涯学習
課

【食育】食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に着けることがで
きるようになることを目的とする。
・オール津別産給食～例年11月頃にオール津別産給食を３回（精米・
麺・パンの主食で各１回）実施。子ども達に地元の食材を使った給食
を通して、少しでもふるさと津別のことに関心をもってもらい、郷土への
愛着や感謝の気持ちを育むことを目的に実施。
・地元食材を使った給食の提供～普段の給食に可能な限り地元食材
を使い、地産地消の意義や大切さを知ってもらうことを目的に実施。
・食育授業の実施～平成21年４月から栄養教諭が配置されたことか
ら、本町においても「食に関する知識」「食を選択する力」「望ましい食
習慣」を身につけさせ、健全な食生活を実践することができるよう津別
小学校で食育の授業を行い、食育の推進を図っている。各学年ごとに
テーマを決めて実施。
【木育】木の町に生まれ育った子どもたちが、津別の基幹産業である
林業等への理解を深めながら将来を担う人材を育成するために、小
学校３・５年生、中学１年生の３学年で講師を招へいし、森で木に触れ
る体験や木工製作を実施。

【食育】コロナ禍の授業の中
で、生産者の思いを聞くなどの
場も設けてみたいと考えてい
るが、取り組めていない。

【木育】講師が高齢化してきて
いるので、次の講師選定を現
講師と検討中。



[1-2-3]　コミュニ
ティ・スクールの実
践と体験型教育の
充実

生涯学習
課

・学校運営協議会（コミュニティ・スクール）がR3.3に発足し、原田コー
ディネーターが小中学校の課外活動の窓口を担うことで、相手先のと
の交渉がスムーズに進むようになっているだけでなく、課外授業の校
内打合にもコーディネーターが参加し、外からの意見も取り入れ授業
を構築している。
・体験型授業としては、ふるさと教育と通じるものがあるが、津別峠や
ノンノの森等の津別の自然を体験する授業の実施。

・学校の課題等を出してもらい
ながら、学校運営協議会委員
と共に開かれた学校を目指し
ていく。

【提案】
・運動会や文化祭など年々寂
しくなっていく事になるので、幼
稚園や小中も含めて、昔の本
岐の様にコミュニティで連携す
るものを目指してほしい。

[1-2-4]　先進的な
ICT、教育手法等
の導入推進及び
学校現場支援

生涯学習
課

・文部科学省のGIGAスクール構想補助金を活用し、一人一台端末や
学校のLAN環境を整備した。

・端末を使用した授業の仕方、
使用方法や遠隔授業時の
ルール作成等。

・使用方法や遠隔授業時の
ルールを作成し、端末を使用し
た授業を実施していく。

【評価】
・ICT進んでいるようで何よりで
す。
どうしても学力差はつくので、
ICTの強みを生かして、出来る
人はどんどん伸ばす教育にし
てほしい、出来ない人も拾える
ように、授業がつまらないで終
わる、わからないで終わる、そ
んな子供の時間を奪うような
教育をどんどん変えていって
ほしい。

・端末の積極的活用を主とした
取り組みが必要と感じます。他
の地域では、教職員が苦手の
理由で使用が少ないと耳にし
ます。少数校の利点を生かし
た活用を期待しています。

・ICTや先進的な教育手法につ
いては子供よりも親がついて
いけてるのだろうか。

[1-2-5]　多様性を
認め合うための体
制整備（特別支援
教育のさらなる充
実と理解度向上）

生涯学習
課

・特別支援教育を充実させるため、臨時教員を１名、学習補助員を小
学校８名、中学校に１名の計９名を配置した。
・特別支援連携協議会で広木先生の講演会・事例検討会を予定して
いたが、コロナ禍で中止とした。しかし、広木先生の紹介で藤女子大
学の庄井先生を紹介いただき、特別支援児童の相談に乗ってもらって
いる。

・誰でもできる仕事ではないこ
とから、人員探しに苦慮してい
る。

・継続的な人員配置を適切に
行っていく。
・今年度は、講師を招いての
講演会・事例検討会の実施を
目指す。

【提案】
・子供のころから一緒でクラス
替えもないので、人間関係が
一旦破綻すると戻れなくなった
り、リセット出来ないので苦しく
なる可能性が否めない。
また、同じ人間関係ですごす
ので多様性がない。
復学の授業や、他の町も同じ
ような状況ではないかと思うの
で、交流授業などがあっても良
いと思います。

◉健やかで豊かな人間性と多様性・国
際性を育む教育が実践されていま
す。

◉子ども一人ひとりに応じた、未来を切
り拓く力と将来に向けた選択肢を与え
られる教育が実践されています。

◉小中一貫教育化による “津別ならで
はの” 体系的で特色ある授業が実践
されています。

◉先進的で新しい学びの教育を受けら
れるまちとなっています。

◉地域全体で子どもを育てるまちとな
り、地域の魅力を発信できる人材、ま
ちづくりに参画する人材が育っていま
す。

◉地元食材を使った安全で美味しい学
校給食が継続的に提供されていま
す。



[1-2-6]　図書に
親しみ、読書好き
を増やし、好奇心
を刺激する教育の
実践

生涯学習
課

・新型コロナウイルス感染症対策を講じながら各事業を展開すること
ができた。（ブックスタート、移動図書、読書チャレンジ、図書室まつり
等）
→11事業、図書室だより毎月発行、小中学校巡回毎週２回

・感染症対策を講じながら参加
者同士の交流を図ることに苦
慮した。

・本に触れる機会をより多くの
町民に広げ、親しんでもらえる
よう、各団体と協力連携を強め
る。

【評価】
・いつも親切に貸し出ししてく
れています。ありがとうござい
ます。
図書館のメリット、本を取り寄
せてくれたりなどあまり知られ
ていないので、知られると活用
する人もいそうな気がします。

・新しい図書館の建設後は図
書館司書の活躍にいっそう期
待したい。

◉健やかで豊かな人間性と多様性・国
際性を育む教育が実践されていま
す。

◉子ども一人ひとりに応じた、未来を切
り拓く力と将来に向けた選択肢を与え
られる教育が実践されています。

◉小中一貫教育化による “津別ならで
はの” 体系的で特色ある授業が実践
されています。

◉先進的で新しい学びの教育を受けら
れるまちとなっています。

◉地域全体で子どもを育てるまちとな
り、地域の魅力を発信できる人材、ま
ちづくりに参画する人材が育っていま
す。

◉地元食材を使った安全で美味しい学
校給食が継続的に提供されていま
す。



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

[1-3-1]　生涯ス
ポーツと健康づくり
の推進

生涯学
習課

・新型コロナウイルス感染症防止対策を講じながら工夫し、対策がとれる
ものは実施できた。保健福祉課との連携事業も、実施してから運動の継
続が図られ、人数制限を設けて開設していたトレーニングルームで運動
する方も定着してきた。「総合型クラブかるっちゃつべつ」事業との連携
し、健康維持につなげることができた。
→ゴールドスポーツ教室全24回実施、トレーニングルーム教室全14回実
施等

・コロナ禍で自宅に引きこもり
がちな生活となり、体力や筋力
の低下、肥満などが懸念され
ていることから、運動機会の創
出のための継続した事業展開
が必要。

・ウォーキングマップ整備に向
けて高校生ボランティアサーク
ルひまわりが中心となって「み
どころマップ夏編」を作成す
る。

【評価】
・高校生面白い取り組みです
ね！

・継続的な健康維持やスポー
ツ推進を図るために、正月や
GWなどの連休の際にトレーニ
ングルームも長期休館になっ
てしまうことは避けてほしい。

【支援】
・「ウィーキングマップ・見どこ
ろマップ夏編」完成しデータで
いただけるのなら、移住HPで
も掲載したいですし、観光客に
も配布したいです。

[1-3-2]　ニーズに
応じた多様な社会
教育事業の推進

生涯学
習課

・新型コロナウイルス感染症防止を講じながら工夫し、対策がとれるもの
は実施できた。コロナ禍だからこそ集う・体験する・学ぶことの大切さを感
じられる時間となり、仲間に会える喜びや会話の楽しさなどともに学びあ
える仲間の存在を実感できる機会となり、欲求やストレスの解消につな
がった。年代を超えたつながりの創出を目指した。
→高齢者大学（学生52名、16講座、延べ参加者数519名）、アソビバ！チ
ミケップ湖カヌー体験（参加者33名）、もちつき大会（参加者35名）を実
施。社会教育講座では、池上彰氏を講師に「コロナの時代からその先
へ」を実施（参加者132名）、体験型二胡コンサート（講師：福本ゆめ氏、
参加者31名）等

・新型コロナウイルス感染症対
策を講じながらの事業実施の
工夫。

・日常生活の中で多様な学び
を提供し、新たなコミュニティと
生きがいの場の構築。

【評価】
・いつも面白い試みをしていた
だいていると思います！

・池上彰氏の講師選択はとて
も良かったのでは。

[1-3-3]　図書に
親しみ、読書好き
を増やし、好奇心
を刺激する生涯教
育の実践

生涯学
習課

・新型コロナウイルス感染対策を講じながら工夫し、対策がとれるものは
実施できた。小中学校教員との関係性を築くことにより、読書チャレンジ
や読書ノートなど町事業への取り組みにも理解と協力を得ることができ
た。

・コロナ感染症防止対策の観
点から、ソーシャルディスタン
スをとると、十分なスペースが
確保できない。

・図書館建設に向けて、資料・
情報取集に努める。（郷土資
料など）

【評価】
・郷土資料の充実はとても重
要なことだと思います。観光客
で津別の歴史を知りたいという
方もいました。新図書館楽しみ
です。

【提案】
・広報の温故知新やチャレンジ
つべつの人物図鑑みたく、「こ
の人の一冊的」なものも面白
いかもしれない、人が勧める本
や心に残った本って読みたくな
るかも？

◉誰もが、生涯にわたりいきいきと学
び、活動しながら、暮らしていける環
境が整っています。

◉年代に応じた多様なスポーツ機会が
確保され、年間を通じたスポーツ、文
化事業（夢を与える事業）が展開され
ています。

◉町民ニーズに応じた多彩な生涯学
習、社会教育メニューが充実していま
す。また、町外からの来訪者に対して
も提供され、交流人口・関係人口の拡
大、外貨獲得、移住促進に寄与して
います。

◉世代間交流、異年齢交流が活発に
行われています。

◉若者の拠点（たまり場、しゃべり場）
が確保されています。

◉使いやすく行きやすい図書館があ
り、誰もが勉学・情報収集に関心を持
ち読書を楽しみ、本に親しむまちと
なっています。

◉家庭教育を通じた「親学び」、「子育
て学び」による親子成長機会が確保さ
れています。

１　教育・子育て　「つべつ・人・未来づくり」　～人と地域の中で豊かに学びあい未来の人材を育むまち～
施策　１－３　生涯学習・スポーツの推進　「いきいきと学び健康的で心豊かな人生を送るための生涯学習・スポーツの推進」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価



[1-3-4]　若者の
拠点整備（たまり
場、しゃべり場）

生涯学
習課

・「津別町青年活動プロジェクトand」の活動は、メンバー20名で定例会８
回、主催イベントの開催（出張サンタ）、広報活動、他団体のイベントへの
協力２回を実施したが、コロナ禍で思うように活動できなかったことから、
拠点整備に向けての検討は進んでいない。

・コロナ禍で活発な交流ができ
ないことから、たまり場・しゃべ
り場集うの場の創出の検討が
できない。

・活動PRの強化、町内外にお
ける青年同士の交流強化

【評価】
・難しいですよね、頑張ってい
きましょ～。

・若者の場づくり重要だと思い
ます。やらされてる感ではな
く、自分たちの楽しみ（企て）と
しての場だと良いと思います。
率直にどんな場がいいのか当
事者の若者の意見がききたい
です。またどの取り組みもそう
ですが、引っ張っていく人の重
要性を感じますので、リーダー
育成のサポート体制があると
いいのかなと感じます。

・andの活動については新規加
入者が少なく事業の継続や新
しい展開が難しいという声が内
部からも出ているようであり、
今一度在り方を検討する時期
がきているように思う。

◉誰もが、生涯にわたりいきいきと学
び、活動しながら、暮らしていける環
境が整っています。

◉年代に応じた多様なスポーツ機会が
確保され、年間を通じたスポーツ、文
化事業（夢を与える事業）が展開され
ています。

◉町民ニーズに応じた多彩な生涯学
習、社会教育メニューが充実していま
す。また、町外からの来訪者に対して
も提供され、交流人口・関係人口の拡
大、外貨獲得、移住促進に寄与して
います。

◉世代間交流、異年齢交流が活発に
行われています。

◉若者の拠点（たまり場、しゃべり場）
が確保されています。

◉使いやすく行きやすい図書館があ
り、誰もが勉学・情報収集に関心を持
ち読書を楽しみ、本に親しむまちと
なっています。

◉家庭教育を通じた「親学び」、「子育
て学び」による親子成長機会が確保さ
れています。



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

生涯学
習課

・町内小中学校において、「あいさつをしっかりできる」、「他への思いや
りの心を育む」等に取り組んだ。また、中学校では、生徒会活動の中
の、「目指す生徒目標」４つの「あ」の実行の中で、「あいさつ・・・元気な
あいさつ」が掲げられ、生徒自らが取り組みと振り返りを行っている。

・今後も、「あいさつ」、「他への
思いやりの心を育む」等に取り
組みを進めていく。

【評価】
・津別に来られた多くの方に、
子供たちのあいさつにびっくり
した（いい意味で）という話をき
きます。津別のイメージアップ
にもつながっていて素敵なこと
だと思います。

・津別の子どもたちは挨拶が
できる子が多いように感じる。
部活動の中でも積極的に挨拶
の取組みを継続してほしい。

住民企
画課

・広報番組「タウンニュースつべつ」を通じて、まちづくりの活動を発信
することで、応援する風土、津別を誇れる風土を醸成している。
→計13回放送、YouTube視聴回数16,500回（令和３年度）

・放送を通じて、より具体的な
形として、応援し、認め合う風
土、文化を作っていく。

【評価】
・「タウンニュースつべつ」は素
晴らしい事業だと感じていま
す。町民にも定着しているの
で、他のプロジェクトにもある、
情報発信の問題を継続的に取
り上げて、何度も放送すべきと
感じます。表現方法を変えて
発信する事で、いずれ伝わる
ものもあると思います。

◉まちづくり活動を活発に行う人（活動
人口）の比率が高まり、まちづくりに自
主的に楽しんで参加する人が増えて
います。横の連携が強化されていま
す。

◉異世代間の交流が活発に行われて
います。

◉まちづくりを応援、協力、連携を促進
する気運がより醸成されています。

◉まちづくり活動を担うメンバーの新陳
代謝が進んでいます。

◉胸を張って「津別を自慢」できる大人
が増え、その言動を子どもが見聞して
伝承されています。

◉「ウエルカムつべつ」の土壌が醸成
され、多くの人々が来町し、出会いが
繰り返される町となっています（関係
人口増加）。

[1-4-1]　「いいね」
プロジェクト・「笑
顔」プロジェクト・
「応援し合う」プロ
ジェクト

[1-4-2]　多世代
交流、異業種間交
流の促進

住民企
画課

・道東エリアリノベーションプロジェクトのパイロット事業として立ち上げ
た起業支援型コワーキングスペース、地域融合型ゲストハウスにおい
て、多世代交流、異業種交流が図られた。
→地域融合型ゲストハウス　延べ宿泊者数２４１名、多世代・異業種交
流イベント22回（令和３年度）
→起業支援型コワーキングスペース　動画生配信番組　２番組（つべ
らない話、THE井戸端会議）　番組発信がきっかけでまちづくり団体発
足　２団体（令和２年度）

・10月に空家バンクに登録されている本町の空き家において、道東エリ
アリノベーションスピンオフ企画として空き家１件の丸ごとガレージセー
ルを実施し、空き家という共通点で多世代、異業種の交流が生まれる
きっかけを生み出した。
→参加者延べ約100名（令和３年度）

・コロナ禍での３密回避の観点
から、多世代交流のハードル
が非常に高くなっている。

・オンラインでの交流を織り交
ぜながらコロナ対策を徹底した
上で対面での交流の企画も実
施していく。

【評価】
・もうある程度津別はグループ
が出来上がっていますし、交
流促進は難しいのが現実だと
思います。
ただ趣味とかでの繋がりは結
構あるようなので、野球やサバ
イバルゲームとか釣りとかゴ
ルフとかそうしたものの間口を
広げられたらと思ったりしま
す。

・津別にはお店が少ない、遊び
がないなどの話をききますが、
自分たちでできる規模からの
イベントや集う機会（場）をつく
ることで、軽減できると考えて
います。まるごと一軒ガレージ
セールも期間限定の雑貨屋が
できた感覚で楽しんでいただ
けました。そして、様々な方と
知り合うきっかけになりまし
た。みんなの楽しみをかなえる
場づくり、まだまだ、やれること
があると思います。

【提案】
・空家の利活用について町民
の関心は高まってきていると
思うが、町としての支持体制や
補助金等の施策がより拡充さ
れると尚良いのでは。

１　教育・子育て　「つべつ・人・未来づくり」　～人と地域の中で豊かに学びあい未来の人材を育むまち～
施策　１－４　まちづくり教育の推進　「まちづくり・地域づくりに参画する地域人材を育成する教育の推進」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価



[1-4-3]　交流・発
信による人材育成

住民企
画課

・広報番組「タウンニュースつべつ」を通じて、様々なまちづくりの活動
にスポットライトを当てることで、まちづくり活動参画へのモチベーション
を上げ、まちづくり人材の拡大を図った。
→計13回放送、YouTube視聴回数16,500回（令和３年度）
→住民満足度調査「行政の情報発信等」の「満足」、「おおむね満足」
の割合73.3％（令和３年度）

・特にまちづくりへ参画する若
者の必要性が増しているた
め、連携を図る必要がある。

・まちづくりに参画し頑張って
いる人材や団体の成果を媒体
を使って、町民に広く発信する
ことで人材の拡大を図る。

【評価】
・20代30代の方がもっとまちづ
くりに参画できる体制づくりに
興味があります。この層の方
が何を思っているのか話をき
きたいです。

・大変素晴らしいと感じていま
す。

・課題にもあるが町づくりへ参
画する若者が少ない。仕事や
趣味以外で、町づくりに関心を
もつ20～30代が圧倒的に少な
いのでは。（役場職員含め）

[1-4-4]　住民提
案型のまちづくり
方策・条例等の検
討

住民企
画課

【R6年度から】
・未着手

－ － 【評価】
・今までの条例で古くなって邪
魔になって出来ないものとか、
必要ないもの、あると便利にな
りそうなものなどあるのでしょう
か？【R4年度から】

・北海道大学学生サークルHALCCと津別高校生との高大連携事業と
して、「調べる力」「考える力」「伝える力」を身に着けることを目標とし
て、津別の未来を考えた高校生総合計画を作成。大学生を通じてまち
づくり人材の育成を図った。
→高校生による提案15件（令和３年度）

・すでに、自主的にまちづくり
に関する研修等を実施してい
る個人・団体もあるので、重複
する取り組みを行うべきではな
い。

・何か新たなものを作りだすの
でなく、町内ですでに実施され
ている研修や人材育成の洗い
出しと、それらをつなげたカリ
キュラム化を行う方向で検討
を進める。

【評価】
・出来ると面白いですね！

・他の高校では出来ない事な
ので、とても良いと感じます。
実際には、実現できる・実施で
きる事を体験させると、さらに
良いと感じます。

【提案】
・興味があります。
毎年津別高校生のプレゼンを
みていますが、せっかくいい内
容なのに現場の声をきいてい
ないので、もったいない内容に
なっているなと感じることがあ
ります。
「調べる」の中に当事者にヒヤ
リングして現状把握することの
重要性もぜひ入れてみてはい
かがでしょうか？高校生の依
頼ならみなさん快くお時間とっ
てくれると思います。
また、まちおこし大学も同様に
机上の空論にならないよう、取
り組みを行いながら知ること、
自分で成功事例を体験するこ
との重要性もカリキュラムに
入っていたらいいなと思いま
す。

・HALCCの活動は頑張られて
いる反面、現実的に不可能な
提案も多いように感じる。町内
で現在実施している事に対す
る課題の洗い出しや効率化の
提案に絞ってはどうか。

◉まちづくり活動を活発に行う人（活動
人口）の比率が高まり、まちづくりに自
主的に楽しんで参加する人が増えて
います。横の連携が強化されていま
す。

◉異世代間の交流が活発に行われて
います。

◉まちづくりを応援、協力、連携を促進
する気運がより醸成されています。

◉まちづくり活動を担うメンバーの新陳
代謝が進んでいます。

◉胸を張って「津別を自慢」できる大人
が増え、その言動を子どもが見聞して
伝承されています。

◉「ウエルカムつべつ」の土壌が醸成
され、多くの人々が来町し、出会いが
繰り返される町となっています（関係
人口増加）。

[1-4-2]　多世代
交流、異業種間交
流の促進

住民企
画課

・道東エリアリノベーションプロジェクトのパイロット事業として立ち上げ
た起業支援型コワーキングスペース、地域融合型ゲストハウスにおい
て、多世代交流、異業種交流が図られた。
→地域融合型ゲストハウス　延べ宿泊者数２４１名、多世代・異業種交
流イベント22回（令和３年度）
→起業支援型コワーキングスペース　動画生配信番組　２番組（つべ
らない話、THE井戸端会議）　番組発信がきっかけでまちづくり団体発
足　２団体（令和２年度）

・10月に空家バンクに登録されている本町の空き家において、道東エリ
アリノベーションスピンオフ企画として空き家１件の丸ごとガレージセー
ルを実施し、空き家という共通点で多世代、異業種の交流が生まれる
きっかけを生み出した。
→参加者延べ約100名（令和３年度）

・コロナ禍での３密回避の観点
から、多世代交流のハードル
が非常に高くなっている。

・オンラインでの交流を織り交
ぜながらコロナ対策を徹底した
上で対面での交流の企画も実
施していく。

【評価】
・もうある程度津別はグループ
が出来上がっていますし、交
流促進は難しいのが現実だと
思います。
ただ趣味とかでの繋がりは結
構あるようなので、野球やサバ
イバルゲームとか釣りとかゴ
ルフとかそうしたものの間口を
広げられたらと思ったりしま
す。

・津別にはお店が少ない、遊び
がないなどの話をききますが、
自分たちでできる規模からの
イベントや集う機会（場）をつく
ることで、軽減できると考えて
います。まるごと一軒ガレージ
セールも期間限定の雑貨屋が
できた感覚で楽しんでいただ
けました。そして、様々な方と
知り合うきっかけになりまし
た。みんなの楽しみをかなえる
場づくり、まだまだ、やれること
があると思います。

【提案】
・空家の利活用について町民
の関心は高まってきていると
思うが、町としての支持体制や
補助金等の施策がより拡充さ
れると尚良いのでは。

[1-4-5]　「津別町
まちおこし大学
ver.2.0」の実施

住民企
画課



【R4年度から】
・北海道大学学生サークルHALCCと津別高校生との高大連携事業と
して、「調べる力」「考える力」「伝える力」を身に着けることを目標とし
て、津別の未来を考えた高校生総合計画を作成。大学生を通じてまち
づくり人材の育成を図った。
→高校生による提案15件（令和３年度）

・すでに、自主的にまちづくり
に関する研修等を実施してい
る個人・団体もあるので、重複
する取り組みを行うべきではな
い。

・何か新たなものを作りだすの
でなく、町内ですでに実施され
ている研修や人材育成の洗い
出しと、それらをつなげたカリ
キュラム化を行う方向で検討
を進める。

【評価】
・出来ると面白いですね！

・他の高校では出来ない事な
ので、とても良いと感じます。
実際には、実現できる・実施で
きる事を体験させると、さらに
良いと感じます。

【提案】
・興味があります。
毎年津別高校生のプレゼンを
みていますが、せっかくいい内
容なのに現場の声をきいてい
ないので、もったいない内容に
なっているなと感じることがあ
ります。
「調べる」の中に当事者にヒヤ
リングして現状把握することの
重要性もぜひ入れてみてはい
かがでしょうか？高校生の依
頼ならみなさん快くお時間とっ
てくれると思います。
また、まちおこし大学も同様に
机上の空論にならないよう、取
り組みを行いながら知ること、
自分で成功事例を体験するこ
との重要性もカリキュラムに
入っていたらいいなと思いま
す。

・HALCCの活動は頑張られて
いる反面、現実的に不可能な
提案も多いように感じる。町内
で現在実施している事に対す
る課題の洗い出しや効率化の
提案に絞ってはどうか。

◉まちづくり活動を活発に行う人（活動
人口）の比率が高まり、まちづくりに自
主的に楽しんで参加する人が増えて
います。横の連携が強化されていま
す。

◉異世代間の交流が活発に行われて
います。

◉まちづくりを応援、協力、連携を促進
する気運がより醸成されています。

◉まちづくり活動を担うメンバーの新陳
代謝が進んでいます。

◉胸を張って「津別を自慢」できる大人
が増え、その言動を子どもが見聞して
伝承されています。

◉「ウエルカムつべつ」の土壌が醸成
され、多くの人々が来町し、出会いが
繰り返される町となっています（関係
人口増加）。

[1-4-5]　「津別町
まちおこし大学
ver.2.0」の実施

住民企
画課



外部評価
そのために挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援
(Assesment, Ｅｎｃｏｕａｇｅ,
Support)

[2-1-1]　津別病
院を中心とする地
域医療体制の維
持

保健福
祉課

・コロナ禍にあり、津別町のワクチン接種を一手に引き受けていただ
き、町内に医療機関があることの重要性を改めて感じた。
・コロナ禍で時間のとれない中ではあったが、地域医療の中核拠点とし
て、町民にとって不可欠な病院として、改築に向けた対話を実施し、地
域医療体制の維持に努めた。
・地域医療体制維持のため、町内唯一の医療機関である津別病院に
継続的に助成を行った。240百万円

・コロナ禍で受診者が減少し、
病院経営的に厳しい状況が続
いている。
・建物、設備の老朽化の進行
が著しく、建替えへ向けた、将
来的な医療体制の構想づくり
が急がれる中、総合計画に盛
り込まれた地域医療の在り方
を、会社・病院に提示したが、
より具体的な町の要望の提示
が求められた。
・企業立病院であるため、将来
的な医療機関としての経営・運
営方針も会社の経営に大きく
左右される。

・総合計画に盛り込まれた地
域医療の在り方を基礎として
会社・病院に要望書を提出し
た。今後、会社・病院からの回
答を基に対話を深め、持続可
能で、より良い町内医療環境
が維持できるように取り組んで
いく。

【評価】
・具体的な街の要望とはどう
いったものか？
病院は心配されるところなの
で、頑張ってほしい。
ただオンライン診療や在宅医
療など出てきている中で、将来
どんな施設でどんな医療が出
来るのか、経費はどのくらい必
要なのか検討していく必要が
あると思います。

・具体的な中長期計画を策定
し、医療人確保・施設整備をす
る必要性があると感じます。１
０年後に病院は残っています
が、医療資源の無い病院では
町民サービスには繋がらない
と思います。

【提案】
・地域に病院があることは、と
ても重要なことだと思います。
建替えへ向けた取り組みにつ
いて、微々たるものかもしれま
せんが、ガバメントクラウドファ
ンディングなども活用したりし
てはいかがでしょうか？（すで
に検討されているかもですが）

◉津別病院が存続し地域医療が維持
されており、誰もが必要な時に必要な
医療を受けることができます。

◉「地域包括ケアシステム」の向上・推
進により、医療・福祉・介護・行政（教
育）に関わる福祉サービスが一体的
に受けることができるようになってい
ます。

◉“病気になっても” 、 “介護が必要に
なっても” 、住み慣れた地域で安心し
てその人らしく暮らし、最期を迎えた
いという希望が叶えられるまちとなっ
ています。

◉健康寿命延伸に向けて町民一人ひ
とりが自ら健康づくりに取り組んでい
ます。

２　保健・医療・福祉　「支えあい、安心して住み続けられる地域づくり」　～誰もが、いつまでも、いきいきと、安心して住み続けられるまち～
施策　２－１　保健・医療の充実　「安心した生活を支える地域医療の充実と健康で暮らせる環境づくり」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価



[2-1-2]　地域包
括ケアシステムの
さらなる向上・推進

保健福
祉課

・高齢者が可能な限り住み慣れた地域で暮らし続けることを目指し、医
療・介護の関係者や地域住民が連携し対応を協議する会議や研修会
等を行った。（令和３年度実績）
→『介護サービス事業所連絡会議』：11回/延、在宅医療・介護連携推
進会議制作 『保存版 つべつ医療と介護 ガイドブック』の発行、多職種
が参加する研修会（テーマ：高齢者虐待防止）：１回/７事業所・35人、地
域ケア会議：７回、介護予防・生活支援体制整備事業協議会：１回

・高齢化の進展により、地域に
おいて「支え手」となるマンパ
ワーの不足が懸念される。

・若い世代も役割をもって支え
あい活動に参加できるよう提
案する。例）LINEアプリを活用
したSOSネットワークの登録推
進、『認知症サポーターステッ
プアップ講座』の開催、幅広い
分野でボランティア登録　など

【評価】
・どんどん新しいことをして素
晴らしいですね。

・地域包括支援センターのみ
なさんの取り組みは本当にす
ごいと思います！！医療と介
護ガイドブック、まとまっていて
とてもわかりやすいです。
相談された際に、いつでもご案
内できるように営業バックに入
れています。

・医療を題材とした、シンポジ
ウム等を開催してはどうでしょ
うか？まずは、興味を持って頂
くことが肝心だと思います。

【提案】
・町と津別病院の更なる連携
が必要。双方で多くの課題は
あると思うが、どうやったら実
現できるかを検討してはどう
か。

[2-1-3]　介護予
防、重症化予防、
リハビリ等の予防
に向けた取組のさ
らなる重点化

保健福
祉課

・介護保険制度による各種介護予防事業を計画し、社協や町内団体と
連携しながら実施した。（令和3年度実績）
→健康教育：２回／76人、いきいき百歳体操開催支援：４団体／延
1,784人、ふれあいいきいきサロン：13団体（運動サロン含む）、高齢者
運動教室（旧 転倒予防教室）：24回/延204人、通所型介護予防事業（ミ
ズナラ俱楽部）：122回／延550人　※一部事業は津別社協、かるっちゃ
つべつへ委託し実施。
・リハビリテーション専門職の派遣ならびに相談指導（令和３年度実績）
津別病院のリハビリ専門職が同行し、家庭訪問並びに介護予防を目的
に集う場所で個人相談や集団指導を行った。また、住宅改修を予定し
ている高齢者宅で、身体状況に合わせた助言等を行った。
　高齢者運動教室（旧 転倒予防教室）やふれあいサロンは、定期的に
運動講師による指導を受けているためリハビリ専門職派遣の希望は無
かったが、ミズナラ俱楽部や家庭訪問などで派遣回数が増加し昨年の
２倍となった。
→家庭訪問：15回、家庭訪問以外の個人相談：２回、ミズナラ倶楽部・
百歳体操等団体：８回

・身近な会場に集まって行う
「集団参加型」の介護予防事
業を展開していたが、令和３年
度も新型コロナウイルス感染
症対策により、積極的な（新規
立ち上げ）勧奨を行えなかっ
た。
・休止再開を繰り返すうち体が
弱り、参加できなくなる高齢者
が複数名いた。

・国の介護予防方針が、感染
対策から閉じこもりの解消と
なったことを受け、地域ぐるみ
で参加をPRをする。
・リハビリテーション専門職とも
協力しながら、高齢者自身が
主体的に取り組めるような動
機付けを継続する。
・高齢者自身のモチベーション
にも繋がるよう、介護予防に資
する事業評価を行っていく。

【評価】
・良いと思います！　頑張って
ください！

・津別病院のリハビリテーショ
ン職が町の事業に積極的に参
加できるよう、更なる連携を図
れると良い。

[2-1-4]　自発的な
健康づくり・健康維
持に向けた取組の
推進

保健福
祉課

・特定健診、各種がん検診：令和３年度は新型コロナ感染予防策をとり
ながら、例年どおり夏と秋の集団健診を実施した。昨年度に続き、受診
率向上を目的に個別勧奨ハガキを送付したことで、がん検診の受診率
が増えた。
・健診結果説明会：健診の結果の報告の方法は、健診結果内容に応じ
て、面談や郵送をしている。面談の場合は、日にちを設けて健診結果を
個別に説明の機会をつくり、一方的な指導にならないよう生活実態に合
わせて実施した。
・運動栄養教室：健康づくりのための教室（アンチエイジング教室、60代
の筋力アップ教室、食物学習グループ）を実施。

・がん検診の受診率はやや向
上がみられたが、特定健診受
診率は低い状態が続いてい
る。
・健診結果を説明した後、継続
的に関わりが必要な方への支
援が十分にできていない。
・教室の新規参加者が増えな
いこと、健康意識の高い方が
集まる傾向があることから、教
室のあり方を評価し、新たな支
援方針を見出す必要がある。

・受診率向上のため効果的
だった、個別ハガキ勧奨を実
施するとともに、R5年度に向け
て新たな方法を模索する。
・R4は新たな健診業者と契約
することから、より質の高い健
診を目指す。
・健診結果支援体制を整備し、
効果的な支援を実施する。
・町のデータ分析をすることで
課題を見出し、その解決のた
めの施策を検討していく。

【評価】
・良いと思います！　頑張って
ください！

◉津別病院が存続し地域医療が維持
されており、誰もが必要な時に必要な
医療を受けることができます。

◉「地域包括ケアシステム」の向上・推
進により、医療・福祉・介護・行政（教
育）に関わる福祉サービスが一体的
に受けることができるようになってい
ます。

◉“病気になっても” 、 “介護が必要に
なっても” 、住み慣れた地域で安心し
てその人らしく暮らし、最期を迎えた
いという希望が叶えられるまちとなっ
ています。

◉健康寿命延伸に向けて町民一人ひ
とりが自ら健康づくりに取り組んでい
ます。



外部評価
そのために挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援
(Assesment, Ｅｎｃｏｕａｇｅ,
Support)

[2-2-1]　地域の
支え合いによる地
域福祉の推進

保健福
祉課

・認知症の方やその家族を地域の中で見守り、支えていく体制づくりの
強化を図ることを目的に事業実施した。メール配信登録者の伸び悩み
に対し、「LINE」アプリを活用した登録方法を開始した。（令和３年度実
績）
→メール配信システム「ささえねっと＠つべつ」登録者：694人/配信０
件、徘徊高齢者捜索模擬訓練：１回/34人
・認知症高齢者が住み慣れた地域で生活を継続するために、医療、介
護等の連携強化による地域の支援体制を構築する活動を行った。（令
和３年度実績）
→認知症初期集中支援チームによる支援：５人
→認知症地域支援推進員よる活動（津別社協委託）：「認知症の人にや
さしいお店」登録：13事業所、認知症サポーター養成講座：１回/17人、
認知症カフェの開催：２回/延９人、家族茶話会：１回/４人、出前カフェ：
１回/０人（職員２人）、認知症高齢者見守り事業：12回/延72人、
→『認知症ケアパス』の作成：津別町で暮らす認知症の人やその家族
が、「いつ」「どこで」「どのような」医療や介護サービスが受けられるの
か、認知症の様態に応じたサービス提供の流れをまとめた。併せてクリ
アファイルも作成し、普及啓発に努めた。

・独力で登録が難しい町民に
対し、普及に工夫が必要。
 ・認知症高齢者とその家族を
支えるために、どの様な場が
求められるのか更にリサーチ
が必要。

・高齢者の集まりに職員が出
向き、PR並びに配信システム
の登録を手伝う。
・実際に案件が生じた際の配
信だけではなく、「メールマガジ
ン」等の情報提供で、平時から
の体制づくりを実施する。
 ・認知症高齢者とその家族を
支える場について内容を精査
する。
・上記内容については、地域
住民と協働で検討し創出す
る。例）認知症カフェを既存の
店舗と共同開催、認知症サ
ポーターステップアップ講座の
実施、「認知症の人にやさしい
お店」登録の推進等。

【評価】
・良いと思います！　頑張って
ください！

・メールマガジンはとても良い
と思います。実現お願い致しま
す。

[2-2-2]　高齢者
が住み慣れた地
域で暮らし続けら
れる環境づくり

保健福
祉課

・高齢者が培ってきたことを活かし、生きがいと楽しみを持って社会参加
できるよう、規定に則りボランティア活動を行った際にポイントを付与す
る有償ボランティア事業を実施した。（令和３年度実績）
→介護予防いきいきポイント事業　事前研修兼フォローアップ研修：１
回、新規登録者２人/累計98人（65歳以上）、活動内容：６か所、延96人
→生活サポートセンター事業　事前研修：１回、フォローアップ研修：１
回、新規登録者４人/累計88人、活動利用者：延38人、サポーター延28
人
・高齢者の様々な権利を守ることを目的とし、虐待防止や成年後見・市
民後見推進に関する取り組みを行った。（令和３年度実績）
→虐待防止研修会：１回、市民後見人フォローアップ研修：１回/21人
※一部事業は津別社協へ委託し実施。

・コロナ対応で活動場面や受
け入れ場所が少なかった。
・高齢者自らも、主体的に社会
参加できるような動機付けや
モチベーションの維持で、様々
な方法での体制づくりが必要。

・身近な地域で、社会参加や
見守りが行える場の開催を支
援する。例）ふれあいサロン、
いきいき百歳体操、各種のボ
ランティア事業等
・高齢者本人も役割ややりが
いを持って社会活動に参加で
きるように、ポイント付与など
の仕組みを継続する。

【評価】
・良いと思います！　頑張って
ください！

【提案】
・たまに相生サロンに参加させ
ていただいています。「コロナ
禍で、サロンにお手伝いに
行ってもいいものだろうか？
（年配の方に迷惑かけないだ
ろうか？）」と心配したこともあ
りましたが、行くとみなさん喜
んでいただけるので、こちらが
元気をいただけます。最近は
なかなか参加できていません
が、若い方もお手伝いに行っ
て一緒に楽しんだりできるとい
いかなと思います。

[2-2-3]　予防を重
視した在宅福祉・
介護サービスの充
実

保健福
祉課

・高齢者の実態把握を目的とし、介護予防事業の参加状況や関係者か
らの情報提供、家族からの相談、職員が家庭を訪問して生活状況を把
握した。
　【個別訪問】年度内に80歳、85歳、90歳の年令に到達する者を個別に
訪問し、生活状況を把握した。（令和３年度実績）
→80歳：46人、85歳：22人、90歳：９人、前年繰り越しまたは年齢外：13
人
　【安否確認訪問】生活支援員（ホームヘルパー）が定期的に訪問する
ことにより、登録者の生活・健康面の変化を把握し早期に生活支援方法
を検討した。（令和３年度実績）→12回/延83人

・これまで介護状態になってか
ら対応していた高齢者につい
て、「事前対応型」の支援が行
えるようになったが、発見後の
フォローについてマンパワー不
足である。

・介護予防のため生活状況の
改善が必要な高齢者に、適時
必要な支援が行えるよう、地
域住民とも連携できる場の継
続。例）住民主体で運営する
集まりや、身近な福祉相談所
「ぽっと」の開催支援等

【評価】
・良いと思います！　頑張って
ください！

・マンパワー不足や新たな人
材確保の課題について、人材
募集をかける以外に現在取り
組まれていることはあるのか。

◉年代、性別、障がいの有無などに関
わりなく、地域全体で支え合い、共に
生きる「地域共生社会」が構築され、
地域コミュニティの力を活かした、地
域での見守り・支え合い活動が活発
に行われています。

◉行政・地域・関係機関が一体となっ
た包括的な支援体制の構築が図ら
れ、充実した支援により、より一層高
齢者や障がい者が住み慣れた地域で
安心して暮らすことができる町となっ
ています。

◉高齢者が培ってきたことを活かし、よ
り一層生きがいと楽しみを持って暮ら
せる町となっています。

◉障がい者の就労の場が確保され、
社会の一員として生きがいを持って働
くことのできる町となっています。

◉認知症や障がい、発達障がい、特別
支援教育に対する町民一人ひとりの
理解度が向上し、相互に尊重し合う、
福祉に優しい町となっています。

◉多様な主体が参加する地域福祉・ボ
ランティアが活発に行われ、福祉事業
の先進地・中心地となっています。

◉誰もが居場所と役割のある全世代
活躍のまちづくりを目指しています。

◉社会的孤立者といわれている生活
困窮者やひきこもりの状態にある本
人・家族を適切に支援する取組を推
進します。

２　保健・医療・福祉　「支えあい、安心して住み続けられる地域づくり」　～誰もが、いつまでも、いきいきと、安心して住み続けられるまち～
施策　２－２　福祉の充実　「つながり、共に支え合い、誰もが生きがいを持って暮らせる『地域共生社会』のまちづくり」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価



[2-2-4]　障がい
のある人が自立し
やすい環境づくり
の推進

保健福
祉課

・町内に移動支援事業所が設立されたことにより、利用者の余暇支援
や家族の負担軽減を図ることができた。
令和３年度利用実績⇒８人
・係間だけではなく、病院などの関係機関と連携し、町内に在住している
障がい者の実情アセスメントを実施することにより、適切なサービスに
繋げることができた。
→就労系サービス：新規利用者　２人、総利用人数　23人
　居宅介護：新規利用者　１人、総利用人数　１人
　児童通所サービス：新規利用者　３人、総利用人数　26人

 ・令和３年度１人町内で一般
就労できたケースはあるが、
町内に雇用の場（サービス事
業所）が少ない状況に変わり
はない。
・農福連携の話し合いがなか
なか進まない。繁忙期のみの
雇用では安定したサービス供
給とは言えないので、通年雇
用についての検討が必要であ
る。
・当事者意見を聴取する機会
が少ない。

 ・定住自立圏構想の枠組みの
一つとして１市４町で「北見地
域地域生活支援拠点」となる
基幹相談支援センターが設置
された。今後も他市町とも情報
を共有しながら、社会資源や
ニーズについて検討していく。
・令和４年度に新たな町内
サービスとして、民間による生
活介護事業所が設置される予
定であるため、障がい対象者
が安心できる環境づくりが図
れるよう情報共有していく。
・当事者の意見聴取の場につ
いて設置を検討する。

【評価】
・良いと思います！　頑張って
ください！
津別でも働き口が増えるとい
いですね。

・津別出身の方が、最近の津
別の取り組みを知り、Uターン
し生活介護事業所を開業され
るというのは、とても理想的な
ことだと思います。私もできる
限り応援していきたいと思いま
す。

◉年代、性別、障がいの有無などに関
わりなく、地域全体で支え合い、共に
生きる「地域共生社会」が構築され、
地域コミュニティの力を活かした、地
域での見守り・支え合い活動が活発
に行われています。

◉行政・地域・関係機関が一体となっ
た包括的な支援体制の構築が図ら
れ、充実した支援により、より一層高
齢者や障がい者が住み慣れた地域で
安心して暮らすことができる町となっ
ています。

◉高齢者が培ってきたことを活かし、よ
り一層生きがいと楽しみを持って暮ら
せる町となっています。

◉障がい者の就労の場が確保され、
社会の一員として生きがいを持って働
くことのできる町となっています。

◉認知症や障がい、発達障がい、特別
支援教育に対する町民一人ひとりの
理解度が向上し、相互に尊重し合う、
福祉に優しい町となっています。

◉多様な主体が参加する地域福祉・ボ
ランティアが活発に行われ、福祉事業
の先進地・中心地となっています。

◉誰もが居場所と役割のある全世代
活躍のまちづくりを目指しています。

◉社会的孤立者といわれている生活
困窮者やひきこもりの状態にある本
人・家族を適切に支援する取組を推
進します。



外部評価
そのために挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援
(Assesment, Ｅｎｃｏｕａｇｅ,
Support)

[3-1-1]　津別町
の地域特性に応じ
た面的な地域交通
ネットワークの再
構築

建設課 津別町地域公共交通計画に基づき、タクシー利用助成券交付事業及
び市街地巡回バスの運行を開始した。

近い将来に直面する運転手不
足（運転手の確保）

利用者ニーズに即したまちバ
スの運行時間等の見直し及び
町内外交通の接続確保。

【提案】
・運転手やバスをステークホル
ダーごとでなく、一元化して管
理できるプラットフォームみたく
してほしい。学校や必要な人
がそこに電話したら予約できる
ような。

・地域交通の重要性と持続さ
せることの難しさを感じていま
す。今と同じサービスを受け続
けられるのはいつまでなの
か？その為には何をする必要
があるのか町民にも知っても
らうのもいいかもしれません。

・巡回バスの時間が短く感じま
す。午後の運用は難しいので
しょうか？

[3-1-2]　地域交
通（バス）の利便
性向上と利用促進
に向けた取組の推
進

建設課 津別町地域公共交通計画に基づき、市街地巡回バスの運行を開始
した。

近い将来に直面する運転手不
足（運転手の確保）

利用者ニーズに即したまちバ
スの運行時間等の見直し及び
町内外交通の接続確保。

【提案】
・運転手不足という課題以外
に、花バス運行開始後に見え
た課題や利用頻度についての
内部評価はどうなっているか。

◉地域交通（公共交通）として移動ニー
ズに対応した移動サービスが確保さ
れており、町民の交通環境が整備さ
れています。

◉町民の潜在力も含めた地域力が発
揮され、地域に最適な利便性の高い
生活交通等、地域交通の維持・確保
が進められています。

◉新たな技術の進歩を踏まえ、地域の
実態に即した新たなモビリティサービ
スの導入検討が進められています。

３　成果基盤・環境保全　「選ばれる安心快適なまちづくり」　～住みやすさを実感できる快適で豊かな生活環境のあるまち～
施策　３－１　交通環境の整備　「快適・安心で潤いのある生活を支え人とまちの魅力をつなぐ交通環境の確保」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

建設課 ・10年以上の定住確約を条件に、ふるさと定住促進奨励金を補助。新
築分５件630万円、中古購入分５件130万円、改修分15件455万円。

さらに、ふるさと定住促進奨励
金制度の内容を充実し継続。

【提案】
・空地を買い取って、無償分譲
するなどするとどうでしょう。活
汲など良いのではと思います。

・空き家バンクHPができて約３
年、掲載を希望する空き家が
以前より古く、改修にかなりの
費用がかかるのでは？という
物件が増えてきました。今年
度から新築の補助金額増額に
なりましたが、中古物件の改
修費用の増額も、ぜひ検討い
ただければと思います。

・ふるさと定住促進奨励金制
度の拡充は大変良いが、木材
価格や鉄鋼資材の高騰は未
だ先が見通せない状況である
ため、新築希望者へは臨時的
な給付補助を出されてはどう
か。

保健福祉
課

・高齢者が住み慣れた自宅で暮らし続けるために、介護保険制度を利
用した福祉用具の購入、手すりの設置や段差解消などの住宅改修に
ついて、負担割合に応じた費用の支給を行った。（令和３年度実績）
→福祉用具購入：28品、住宅改修：延28件
・障がい者については日常生活用具等給付事業があり、障がいの種
別により手すりの設置や段差の解消、扉の変更などの住宅改修を行う
ことができる。（令和３年度実績）⇒０人

・町全体の課題として、老朽化
した持ち家の管理や、段差が
多い家での生活について苦心
している高齢者が多い。
・借家の場合、家主が改修の
承諾をしないことが想定され
る。

・高齢者が安価な家賃で安全
に住める、コンパクトな住まい
の確保。
・制度の普及啓発を図ってい
く。

建設課 ・空家等の除却を進めるため、空家等の撤去に対し１件50万円を限度
に補助。12件579.1万円。
・空家等の利活用を進めるため、空家の賃貸を目的として改修する方
に１件50万円を限度に補助。２件100万円。

空家等撤去促進事業補助制
度、空家活用促進補助制度を
継続。

施策　３－２　住環境の整備　「自然と調和し、安心で快適な住環境が整備された住みやすいまちづくり」
３　生活基盤・環境保全　「選ばれる安心快適なまちづくり」　～住みやすさを実感できる快適で豊かな生活環境のあるまち～

主な取り組み
（Project）

[3-2-1]　定住促
進に向けた住環境
整備の推進

◉    若者や子育て世帯の定住促進に
向けた多様な住環境が確保されてい
ます。

◉    高齢者、障がいのある人にとって
安心で住みやすい住環境が確保され
ています。

◉    誰もが、ライフスタイルやライフス
テージに合わせて住み替えができる
住環境が整備されています。

◉    空き家バンク制度が町内外に広く
浸透し、空家・空き店舗が定住促進・
町の活性化に寄与しています。

◉    町内在勤者や若年層の移住・定
住が進み、日中と夜間、平日と週末
の人口格差が少なくなっています。

担当部署10年後の目指す姿
（Goal）

内部評価

[3-2-2]　空家対
策事業のさらなる
推進と制度活用・
浸透に向けた情報
発信の強化



住民企画
課

・空き家バンクの活用により空家等情報の一元化及び利用者への紹
介等を通じて空家利活用を図った。
→空き家等延べ登録数：空家25件（うち新規18件）、土地２４件（うち新
規７件）
→利用希望者延べ登録数：95名（うち新規43件）
→マッチング件数：住宅賃貸４件、住宅売買８件、土地売買２件
・町内広報誌への周知チラシ折込や、町外者に向けて固定資産税納
付書への周知チラシ折込、イベント等を利用した制度及びサポートデ
スクの周知等を実施。

・長期間、登録されマッチング
に至っていない物件があるた
め、何らかの取り組みが必要。
・登録されていない物件への
調査要望が増えている。所有
者特定や登録に至るまでの時
間と労力がかかり、サポートデ
スク業務の負担が増えてい
る。

・現在でも物件・利用者ともに
登録数は多く、他者の紹介で
の登録も見られるが、利用者
側の希望に沿った物件が登録
されていないこともあり、新た
な掘り起しやルート開発を検
討していきたい。
・自治会や建築業者との繋が
りをより深め、互いにwin-winと
なるような関係性を作り連携し
ていきたい。
・利活用実績や優良事例等の
発信を検討したい。

【評価】
・良いと思います！　頑張って
ください！

【提案】
・空き家バンクでは、ここ１年く
らいで新築用の土地を探して
いるという要望が増えていま
す。希望エリアは旭町、豊永地
域と学校やお店が徒歩圏内に
あるエリアです。
人気エリアは中古物件をその
ままにしておくより、解体して新
築用土地として売り出した方が
いいのでは？と感じています。
このことについて、一緒に取り
組めることがあったらと考えて
います。

・空き家バンクの情報を全国
へ向けて発信してはどうか。町
民には価値を見出せない土地
や物件も本州の方々には魅力
的な物件も多く、移住者増の
可能性も考えられる。

[3-2-3]　次期住
宅整備計画策定
に向けた検証と町
民ニーズの把握

建設課 ・引き続き町営住宅入居希望者の入居理由の聞き取り
・入居案内をＨＰに掲載している。

現在の住宅の現状を整理す
る。（今後の修繕見込、使用可
能年数など）

【評価】
・自治会と連携できて、サポー
トの負担が減ると良いですね。

【提案】
・希望者からの要望をよくいた
だきますので、町HPのリ
ニューアルに合わせて、ぜひ
町営住宅、特定公共賃貸住
宅、まちあり住宅などの間取り
や部屋写真掲載もご検討くだ
さい。

・町営住宅はペット禁と聞いて
いたが動物を飼っている家庭
がある。車も所定の位置に駐
車せず歩道を塞ぐなどルール
違反が多く、個別に改善を促
すべきではないか。

◉    若者や子育て世帯の定住促進に
向けた多様な住環境が確保されてい
ます。

◉    高齢者、障がいのある人にとって
安心で住みやすい住環境が確保され
ています。

◉    誰もが、ライフスタイルやライフス
テージに合わせて住み替えができる
住環境が整備されています。

◉    空き家バンク制度が町内外に広く
浸透し、空家・空き店舗が定住促進・
町の活性化に寄与しています。

◉    町内在勤者や若年層の移住・定
住が進み、日中と夜間、平日と週末
の人口格差が少なくなっています。

[3-2-2]　空家対
策事業のさらなる
推進と制度活用・
浸透に向けた情報
発信の強化



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

産業振
興課

・起業等振興促進条例に基づき、カフェ及びパン工房の新規起業支援。
町民の買い物環境の質の向上につながった。
・R3年度もお買い物割引券を発行し、町内での買い物促進の一助になっ
た。
・地元食材を活用した飲食物や特産品の販売拠点として、レストハウスつ
べつの整備を実施したが、諸事情により現在休店中。年度内の再開に期
待する。

・既存店主の高齢化。 ・起業等振興促進条例がR4ま
での時限のため、継続検討。

【支援】
・店舗型空き家の利活用、今
後も推進していきます。

【提案】
・起業助成は評価されているこ
とと思いますが、起業者側から
みるとどんな助成が良かった
か不便だったか、ヒアリングを
行い助成内容の良し悪しを精
査してみると良いのではと思い
ます。
単年度の計画は大変な気もす
るので、２年度計画などの融
通もあればと思ったりします。

・販売価格の設定には、意見
すべきではないですが、設定
価格が高く利用しにくい傾向が
あるのでは？子供や高齢者が
気軽に買えるものだと良いと
思います（地元食材であるの
に高いのはどうかと・・）

・ルカの運営については町づく
り会社が新事業を検討されて
いるようだが、前回の即休業を
踏まえ町のチェックや支持体
制を強化してはどうか。次は失
敗できないのでは。

住民企
画課

【再掲(1-1)】・買い物等利便性確保の観点から、町内関連団体の推薦者
からなる推進協議会（一般公開）や、議会の特別委員会、全員協議会に
おいて、中心市街地の整備（買い物環境整備、交通拠点整備、賑わい創
出）について議論を行なった。今年度は図書館を含むコミュニティ棟整備
の関係が主となった。
→市街地総合再生基本計画推進協議会（令和３年度　８回開催）
→まちなか再生事業調査特別委員会（令和３年度　８回開催）
→全員協議会（令和３年度　４回開催）※議題該当回のみ

・長期的かつ波及的な経済効
果が得られる事業としていくた
め、さまざまな条件（民間事業
者との連携、補助事業の活
用、人の集まる仕掛け作り等）
を整理していく必要がある。

・引き続き、市街地総合再生基
本計画推進協議会と、議会全
員協議会で合意形成を図りな
がら、事業を進めていく。

◉町内で日常の買い物ができる環境
が整っています。

◉町民が地元の美味しい野菜や特産
品を気軽に購入することができるよう
になっています。

◉空家・空き店舗が減少し、すっきりと
した街並みと景観が保たれたまちと
なっています。

◉誰もが手軽に様々な情報を得ること
が出来る情報通信網が充実していま
す。

◉災害時などいかなる場合において
も、常に安全で安定した水の供給と生
活排水の処理ができる環境が整備・
保全されています。

◉冬期間でも誰もが安心して歩いて暮
らせる中心市街地（まちなか）が実現
しています。

[3-3-1]　買い物
環境の充実

３　生活基盤・環境保全　「選ばれる安心快適なまちづくり」　～住みやすさを実感できる快適で豊かな生活環境のあるまち～
施策　３－３　生活基盤の整備　「ずっと暮らし続けたいと思える安全・安心な生活環境の整備」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価



[3-3-2]　空家・空
き店舗の利活用の
推進

住民企
画課

・空き家バンクの活用により空家等情報の一元化及び利用者への紹介
等を通じて空家利活用を図った。
→空き家等延べ登録数：空家25件（うち新規18件）、土地24件（うち新規７
件）
→利用希望者延べ登録数：95名（うち新規43件）
→マッチング件数：住宅賃貸４件、住宅売買８件、土地売買２件
・自治会を通じた空き家の掘り起こしを積極的に実施した。

・現在までの期間では登録・
マッチングともに常時動きがあ
る状況だが、近い将来停滞す
ることが予想される。新たな物
件掘り起しの手法等について
検討が必要。
・リノベーション文化の浸透ま
では至っておらず、さらなる推
進を図りたいが、継続して推進
していく体制について検討が
必要。

・現在でも物件・利用者ともに
登録数は多く、他者の紹介で
の登録も見られるが、利用者
側の希望に沿った物件が登録
されていないこともあり、新た
な掘り起しやルート開発を検
討していきたい。
・リノベーションのメリット等を
実感してもらえるようなイベント
を実施する。

【評価】
・引き続き希望者が多い状況
です。自治会の方々との連携
も強化していきたいです。ま
た、まちなか懇談会などで、空
き家バンクのご紹介もさせてい
ただけたらうれしいです。

・具体的な費用等も含めた、実
現例を見える化してどうでしょ
うか？利用したくても費用が見
えず、消極的になってしまう感
じがします。

【提案】
・空家の利活用は資金力の課
題から個人よりも企業の方が
参入しやすく町に還元できる
可能性が高いと感じる。そのた
め、補助金の対象範囲を法人
企業にも適用して頂きたい。

[3-3-3]　町内施
設における公衆無
線（Wi-Fi）の充実

総務課 庁舎、町民会館、中央公民館、さんさん館に整備済。R3予定であったキノ
スへの導入については、親がスマホに注視して子の面倒が疎かになるこ
とを懸念し再度検討することとした。

町民会館、中央公民館、さんさ
ん館については、2016年設置
から５年以上経過し故障しても
おかしくは状況ではあるため、
状況を注視している。
WiFi6など最新の技術について
は、逆に古めのクライアントが
安定しない場合もあるので、導
入タイミングの見定めが難し
い。
町内の携帯電波エリアについ
ては事業者から拡充の予定が
ないと回答されているので事
業者自身の展開に任せるしか
ない。

非公営の公共施設、飲食施設
等への公衆WiFi設置運用支援
が必要か検討すべきか？

【提案】
・利用状況がつかめません
が、使う頻度がすくない場所は
そんなに必要ないのではと、ど
うしても必要であればポケット
wifiなどで対応とかで良い気も
します。

・観光客へのアピールもおこ
なったが方がいいと思います。
公共の施設だけでなく、現状で
民間施設でも無料Wi-Fi設置
施設があるので、利用方法も
含め、それがわかるようにして
はいかがでしょうか？津別町
内のワーケーションアピールに
もなるかと思います。

・観光等も考えると、整備済み
の個所だけでは利用者はほぼ
町民のみです。非公営施設も
含めてエリア的に充実させる
必要はあると思います。

・wi-fiを導入したからといって
子の面倒が疎かになるほどス
マホに依存する親がいるとは
考えにくい。携帯電波エリアに
ついては災害や有事を踏まえ
て再検討してほしい。

◉町内で日常の買い物ができる環境
が整っています。

◉町民が地元の美味しい野菜や特産
品を気軽に購入することができるよう
になっています。

◉空家・空き店舗が減少し、すっきりと
した街並みと景観が保たれたまちと
なっています。

◉誰もが手軽に様々な情報を得ること
が出来る情報通信網が充実していま
す。

◉災害時などいかなる場合において
も、常に安全で安定した水の供給と生
活排水の処理ができる環境が整備・
保全されています。

◉冬期間でも誰もが安心して歩いて暮
らせる中心市街地（まちなか）が実現
しています。



[3-3-4]　安心で快
適な社会基盤を備
えたまちづくりの
推進

建設課 【道路河川】橋梁長寿命化修繕計画、舗装修繕計画により、計画的に
橋、道路の修繕を行っている。
【住宅】空家撤去に対し補助。12件579.1万円。
【水道ソフト】R2.12に老朽管路更新計画を策定し、R6年度より計画的に
更新を行う。
年度当たりの更新費を見直し、運営審議会に諮った。（R3)
【下水道ソフト】H30.12策定の下水道ストックマネジメント計画により、計画
的に施設の更新を行っている。
【上水道ハード】令和３年に高台低区配水池更新に向けた実施設計を
行った。
【下水道ハード】下水道ストックマネジメント計画に則り、下水道管理セン
ター設備更新工事とマンホールポンプ更新工事を推進し、下水道環境が
整備された。→処理場機械・電気設備、マンホールポンプ設備（R3）

【道路河川】修繕費用が大きく
なってきており、計画の進捗が
遅れ気味である。
【水道】対応年数内での更新を
計画したが年度あたりの事業
費が膨大なため、資金需要と
の調整が必要である。
【下水道】設備単位での更新と
なるため、ものによって膨大な
更新費が必要となるが、国費
の配分によっては計画伸延も
考慮しなければならない。
【上水道】【下水道】
老朽施設の改修と施設の耐震
化を続けていく中で整備計画
と資金計画を検討しなければ
ならない。

【道路河川】第2次となる橋梁
長寿命化修繕計画を策定し、
新技術の活用などで費用の削
減を図る。
【水道】緊急時等にも対応でき
るよう「水安全計画」の策定を
進める。
【下水道】公営企業法適用に
合わせたストックマネジメント
計画に見直しを行う。また、緊
急時等にも対応できるよう「下
水道BCP」の改定を行う。
【上水道】【下水道】
給水人口の減少により料金収
入が減収しており、今後の健
全経営のため料金改定を検討
する。

【評価】
・整備ありがとうございます。

・町民の生活に直結するインフ
ラ整備事業は継続的に必要で
あると感じる。また、町民が要
望している修繕箇所も聴取し
て頂きたい。

[3-3-5]　防災体
制の整備

総務課 ・訓練や研修など未実施。
・ＩＰ無線購入17台、広報車両スピーカー強化3台、投光器6台購入などの
機材整備。

コロナ禍により住民等が参加
しての訓練等の実施が難し
い。

・職員による訓練や研修の実
施。
・住民も参加しての避難所開
設訓練等の実施。

【提案】
・自治会との連携強化すると良
いかと思います。

◉町内で日常の買い物ができる環境
が整っています。

◉町民が地元の美味しい野菜や特産
品を気軽に購入することができるよう
になっています。

◉空家・空き店舗が減少し、すっきりと
した街並みと景観が保たれたまちと
なっています。

◉誰もが手軽に様々な情報を得ること
が出来る情報通信網が充実していま
す。

◉災害時などいかなる場合において
も、常に安全で安定した水の供給と生
活排水の処理ができる環境が整備・
保全されています。

◉冬期間でも誰もが安心して歩いて暮
らせる中心市街地（まちなか）が実現
しています。



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

[3-4-1]　木質バイ
オマス活用促進に
向けた取組

産業振興
課

・「地域内エコシステム」モデル構築事業（林野庁事業）に応募。
 令和元年度から３年連続継続地域として採択（全国25地域の一つ）。
 地域資源である木質バイオマスを活用し、川上（原料供給）、川中（燃
料製造）、川下（エネルギー利用）までのサプライチェーンの構築と、
資源・エネルギー・経済の持続的な地域内循環の仕組みづくり（「地域
内エコシステム」の構築）に向けて精度向上を図った。
・木質バイオマスセンター建設工事に向けた実施設計を実施。
・木材工芸館木質バイオマスボイラー導入に向けた実施設計を実施。
・町民対象に再エネ勉強会（11/17）と成果報告会（3/2）を開催。
・中間土場（旧本岐中学校グランド）を拡大（一部利用から全面利用に
拡大）。
・福祉施設の木質バイオマスボイラー導入可能性調査を実施。

・住民及び関連事業者等との
合意形成。
・サプライチェーンの構築に係
る施設整備に向けた事業費の
確保。
・事業費の町負担を減らすた
めの補助事業の選択と活用。
・専門知識を有した機関との連
携協力。

・「地域内エコシステム」の構築
に向けた、木質バイオマスセン
ターの建設、及び木材工芸館
キノスへのチップボイラー導
入、その他公共施設への木質
バイオマスボイラーを導入。
・つべつウッドロスマルシェの
構築により全国へ周知。
・化石燃料の価格に影響しな
いエネルギー地産地消のま
ち。
・住民等への勉強会を継続開
催し、更なる合意形成を図る。

【評価】
・勉強会をオンライン視聴でき
るのは本当にありがたいで
す。

・津別町独自のエベルギー供
給方法が確立されればSDGs
の観点からも全国的に注目が
集まる事業になると思う。ゆく
ゆくは町民の生活に還元でき
るようになれば良いと思う。

【提案】
・一般の人でも使いやすいもの
を目指してほしい。ランニング
コストがかかるのであれば、公
共施設もハイブリットにしてコ
スト削減を目指してほしい。

[3-4-2]　再生可
能エネルギーの推
進・PR

産業振興
課

・町広報（2022年２月号）にて特集「木質バイオマスの取組」を掲載。
・広報番組「タウンニュースつべつ」（＃58）にて、木質バイオマスの原
料である林地残材の収集（ウッドロスマルシェ）について紹介。
・町広報（2021年５月号）にて、補助金制度のお知らせ（太陽光、ペ
レットストーブ）を掲載。
・町広報（2021年10月号）にて、補助金制度のお知らせ（ペレットストー
ブ）を掲載。
・新エネコーディネート支援事業（北海道）を活用し、V2Xについて調査
を依頼。太陽光発電と蓄電、電気自動車について簡易な導入可能性
調査を実施。
・農業用水路における小水力発電の導入可能性調査を実施（企業局
の無料支援事業を活用）。

・木を集める仕組みを町民に
周知し、理解し、協力してもらう
こと。
・専門用語をわかりやすく簡潔
に伝えること。
・再エネの設備費用等コストが
高いこと。

・複合施設にV2Bシステムを導
入し、電気自動車の普及推進
を図るとともに、停電等災害時
には電気自動車が避難所に
行き、電源が確保できる仕組
みづくりを構築。
・防災×再エネ×ゼロカーボン
を目指す。
・年１回、広報等により再エネ
の取組を掲載。

【提案】
・近年の原油価格高騰により
ペレットや太陽光へのエネ
ギーシフトも働いているため、
より活用されるよう導入による
費用対効果を客観的な数値で
示せると良いのでは。

◉再生可能エネルギー（太陽光・バイ
オマス）の比率が高まり、石油燃料依
存体制からの脱却を実現し、持続可
能な循環型社会・低炭素社会に近づ
いています。

◉木質バイオマスによる暖房システム
が町全体に整備され、各施設での木
質バイオマスボイラーの普及率が高
まっています。

◉「エネルギーの地産地消」の実現に
向けたエネルギー政策を積極的に推
進しています。

◉「環境と経済の好循環システム」が
構築されています。

◉緑豊かな美しい自然環境が維持さ
れています。

◉省エネの取組がされています。

３　生活基盤・環境保全　「選ばれる安心快適なまちづくり」　～住みやすさを実感できる快適で豊かな生活環境のあるまち～
施策　３－４　環境保全・エネルギー政策　「『エコタウンつべつ』実現に向けた先進的なまちづくり」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部署 内部評価



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

[4-1-1]　労働環
境の更なる向上と
イメージ戦略によ
る林業技術者及び
担い手の確保

産業振
興課

・森林環境譲与税を活用し、町内事業体にて令和２年４月１日以降採
用し、１年間就業した場合、補助金を交付している。
→令和３年度　２事業体５名が就業し、補助金を交付している。
・広報番組「タウンニュースつべつ」（＃58）にて、林業最前線で(有)北
野産業の世代交代や林業の魅力について紹介。

・林業従事者で町外から町内
の賃貸住宅へ移住した場合の
補助として「住宅準備補助金」
を準備しているが、該当者が
出ていない。

・町内事業体に就業した方へ、
会社から住宅準備補助金を説
明し、津別町移住を推進しても
らう。

【提案】
・大学などとコラボして、助成し
ながら就労できる人材を確保
できないか。

[4-1-2]　林業の
機械化・効率化の
促進とスマート化
に向けた調査研究

産業振
興課

・森林環境譲与税を活用し、町内事業体にて、労働者の安全及び効
率化を目的として、購入した装備品に対して補助金を交付している。
→令和３年度　２事業体42点の購入費に対し補助金を交付している。
・森林環境譲与税を活用し、町内事業体にて、林業の機械化・労力の
省力化を目的として購入した機械に対して補助金を交付している。
→令和３年度の実績は無いが、令和２年度に２事業体４機の購入費に
対して補助金を交付している。

・林業機械の納期が長いた
め、年度内申請、納品が難し
い。

・補助金を活用し、町内林業事
業体が機械化や効率化を図
り、木育授業を体験した学生
が町内の林業事業体へ就職
先として選択肢の候補になる
ようPRしてもらう。

[4-1-3]　林業・林
産業のブランディ
ングとプロモーショ
ンの推進

産業振
興課

・外部機関へ、「津別町地域ブランド化の可能性調査業務」として見積
をとり検討した。現段階では外部委託ではなく、町内の関係事業体と
合意形成を図り、まちづくり会社主体でのブランド化可能性調査を検
討している。

・津別産木材の地域ブランド化
を図るための条件整理（当町
の地域ブランド化の実現可能
性の有無）ができていない。

・町内関係事業体へ、津別産
木材の地域ブランド化に関す
る聞き取りを行い、津別町ブラ
ンド化の方向性を確立する。

[4-1-4]　津別産
木材の地域ブラン
ド化と利用促進

産業振
興課

4-1-3と一体となって展開することが効果的と想定している。

[4-1-5]　競争力
強化に向けた町内
企業との連携強化

産業振
興課

令和６年度より実施する予定である。

生涯学
習課

【木育】木の町に生まれ育った子どもたちが、津別の基幹産業である
林業等への理解を深めながら将来を担う人材を育成するために、小
学校３・５年生、中学１年生の３学年で講師を招へいし、森で木に触れ
る体験や木工品製作を実施。

・丸玉木材の工場見学を中止している。丸玉木材を見学できていれ
ば、再生可能エネルギーの利用についても学ぶ機会を予定していた。

【木育】講師が高齢化していき
ているので、次の講師選定を
現講師と検討中。

・学校運営協議会を活用し、授
業の見える化を図っていく。

R3は中止となったが、再生可
能エネルギーを学ぶ場として
丸玉木材の見学を予定してい
る。

産業振
興課

・５年生の木育授業では、校庭内に植栽されている４種の葉を紹介し
た。
・３年生の木育授業では、天然林と人工林の違い、輪尺による樹木の
測定を体験してもらった。

・林業体験授業は町有林の事
業だけでは、時期や場所の選
択肢が限られるので、実施で
きていない。

・林業事業体と連携し、実地的
な林業体験授業が出来るよう
検討する。

◉林業が誇りある基幹産業として地域
を支え続けています。
津別の林業・林産業ブランドイメージ
と全国的な知名度がより高まっていま
す。

◉林業が若者の憧れの職業になって
います。若い世代に林業・技術が引き
継がれています。

◉森林・林業教育が学校や地域で行
われ、子どもから大人まで津別の林
業・木材加工技術に関する知識を持
ち、全国の人に向けて町民一人ひとり
がその魅力を発信できるまちとなって
います。

◉労働環境や安全面のさらなる向上に
より、安定した収入が確保され、意欲
的で高い技術を持った林業従事者が
多く働いています。

◉ICT化・機械化による効率化が進
み、先駆的な技術・手法を取り入れた
持続可能な林業が展開されていま
す。

◉適正な施業と維持管理により、植え
付けから伐採・利用までの理想的な
サイクルが整い、木材需要に対応し
た、多様で健全な森林が形成されて
います。

◉地域資源を活かした木質バイオマス
など再生可能エネルギーの利用が全
町に波及し、温室効果ガス排出削減・
災害防止などに寄与しています。

[4-1-6]　木育の
推進と学校教育で
の林業体験学習
の充実

４　産業・雇用　「人・地域が輝く たくましい産業づくり」　～未来へ繋ぐ農林業の振興と果敢なチャレンジが生まれるまち～
施策　４－１　林業の振興　「人・木・森を育て新たな価値を創出する未来へと繋ぐ森林産業の振興」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

[4-2-1]　スマート
農業の導入促進・
大型農業機械の
導入促進

産業振
興課

・令和２～３年度の２ヵ年計画で産地生産基盤パワーアップ事業を活用
し、ＩＣＴ対応型機種としてＧＰＳ自動操舵システム100台、可変施肥対応
型ブロードキャスター32台、車速連動装置付スプレーヤ37台、農薬散
布ドローン2台を導入。最先端技術の導入により、作業精度向上による
収量の増加、労働時間の縮減等が図られ、労働生産性の向上が期待
される。

・農作業機械が資材不足等の
影響により年々高騰しており、
生産者全体の普及が難しい。

・「スマート農業」のみならず、
環境負荷軽減を目指す「みど
りの食料システム戦略」と一体
的に推進できるよう関係機関
と具体的に協議を行う。

産業振
興課

・新型コロナウイルスの影響により、令和２年度に引き続き、令和３年
度においても教育旅行の受入が全て中止となった。また、会員減少に
よる担い手不足を解決する１つとして、受入の広域化に取り組んでお
り、既に数か所の市町村と連携が取れている。管内問わず、管外の協
議会との連携においても模索していく。

・新型コロナウイルスの影響に
より、事業そのものの実施が
困難となっている。

・農業のみならず、津別町の更
なる魅力発信のために農業・
林業・観光など政策間連携に
よる事業運営について検討す
る。

生涯学
習課

【食育】食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に着けることがで
きるようになることを目的とする。
・オール津別産給食～例年11月頃にオール津別産給食を３回（精米・
麺・パンの主食で各１回）実施。子ども達に地元の食材を使った給食を
通して、少しでもふるさと津別のことに関心をもってもらい、郷土への愛
着や感謝の気持ちを育むことを目的に実施。
・地元食材を使った給食の提供～普段の給食に可能な限り地元食材を
使い、地産地消の意義や大切さを知ってもらうことを目的に実施。
・食育授業の実施～平成21年４月から栄養教諭が配置されたことか
ら、本町においても「食に関する知識」「食を選択する力」「望ましい食習
慣」を身につけさせ、健全な食生活を実践することができるよう津別小
学校で食育の授業を行い、食育の推進を図っている。各学年ごとに
テーマを決めて実施。

【農業体験】小学３年生及び中学２年生の総合の授業で生産者の思い
を聞いた後に、収穫体験を実施。かぼちゃの収穫や玉ねぎの選別等を
体験している。また、津別小学校では、JA職員を授業にお呼びし、津別
で生産している農産物や農家・JAの仕事について説明いただいてい
る。

【食育】コロナ禍での授業の中
で、生産者の思いを聞くなどの
場も設けてみたいと考えてい
るが、取り組めていない。

【農業体験】コロナ禍でバス移
動（１台で密になる）がしにくく
なっている。

【食育】今後、授業の中で、生
産者の思いを聞くなどの場も
設けてみたい。

【農業体験】今後も、町の一次
産業を体験する機会を作り続
けていきたい。

・食育・農業体験ともに 学校運
営協議会を活用し、授業の見
える化を図っていく。

[4-2-3]　津別産
食材のブランド化・
生産者が主体と
なった６次産業化
の推進

産業振
興課

・町内の生産者が設立した「つべつ’TAKE　ACTION’ミーティング」にお
いて、多種多様な検討課題がある中で、食材のブランド化、６次産業化
等も協議されている。本団体にはJAや役場、まちづくり会社等も参画し
ており、官民が一体となって推進していく。

・実現に向け、引き続き協議す
る。

【提案】
・コンペとかで募集して作って
みるのも面白いかもしれませ
んね。

[4-2-4]　農業の
担い手の確保・人
材育成

産業振
興課

・新型コロナウイルスの影響が続く中、新たな労働力確保に向けてＪＡ
とともに協議を行っている。令和３年度は新規法人が１社設立し、次年
度（令和４年度）については、農業の担い手不足解消に取り組む地域
おこし協力隊としてJAつべつに１名着任予定である。令和２年度の新
規就農者１名についても継続して就農時の資金面のサポートや収益の
安定に向けた体制整備をＪＡと連携行ってきた。

・新型コロナウイルスの影響
（移動の制限等）により、人材
の確保が難しい。

・新規就農者の受入と雇用拡
大に向け、引き続きＪＡと連携
を行う。

◉スマート農業と大型機械化が進み、
津別ならではの創造性の高い農業が
実現しています。

◉計画的な農地整備、機械化により、
安定的で生産性の高い農業が行わ
れています。

◉地域で作られた安全・安心で美味し
い野菜・農作物を食べることができま
す。
農業体験や「食育」を通じて、子どもた
ちが津別町の農業の魅力と価値をよ
り一層感じられるようになっています。

◉「美味しい○○○○といえば津別
町」という全国区の特産品が生まれて
います。

◉グリーンツーリズムをはじめとする農
業×交流の体験プログラムが充実
し、新しい人のながれとリピーターが
農業への活気をもたらしています。

[4-2-2]　「食育」
の推進・農業体験
の充実による農業
の価値・魅力向上
に向けた取組

４　産業・雇用　「人・地域が輝く たくましい産業づくり」　～未来へ繋ぐ農林業の振興と果敢なチャレンジが生まれるまち～
施策　４－２　農業の振興　「持続可能で創造性の高い魅力ある農業の振興」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価



[4-2-5]　強い農
業・持続可能な農
業に向けた基盤整
備

産業振
興課

・本町の農業における生産能力の拡大と持続可能な農業の推進のた
めに下記の事業を計画、実施した。
１、土地改良等
①国営農地再編整備事業（津別地区）H27年から継続
　受益面積2,482ha、R３実績　区画整理705ha(うち調査測量116ha）
②道営水利施設等保全高度化事業（津別１地区）R３年新規採択
　受益面積220.2ha　R３実績　調査測量200ha
③農業水路等長寿命化・防災減災事業（東岡地区）H３０から継続
　受益面積202ha　R２完了　水利施設整備　配水施設　L=1,981.6m
③農業水路等長寿命化・防災減災事業（最上地区）R２新規採択
　受益面積35,442haha　R２完了　水利施設整備　配水流量計等　一式
④農地耕作条件改善事業（相生地区）R１年から継続
　受益面積18.4ha　R３実績・完了　農業用排水路　L=591m
④農地耕作条件改善事業（岩富地区）R３年新規採択
受益面積6.95ha　R３実績　調査測量　L＝400ｍ
⑤小規模土地改良事業　　暗渠配水　L=1,919ｍ
２、農業生産機能維持向上
①多面的機能支払い交付金事業
　鹿侵入防護柵・農業用排水・農業用作業道等の維持補修
②鳥獣被害防止対策事業
　有害鳥獣の駆除
③環境保全型農業直接支払交付金事業
　環境に配慮した農業生産への支援

１、土地改良等
　気象変化に伴い土地改良の
ニーズは高まっている。加えて
農業従事者の高齢化及び労
働力不足に伴う機械の大型化
に対応することが必要となって
いる。
　また、安定的な生活および営
農を行うための営農用水等の
整備が必要となっている。

２、農業生産機能維持向上
　農業従事者の高齢化及び労
働力不足に伴う担い手の確保
が必要となっている。

１、土地改良等
①国営農地再編整備事業（津
別地区）　継続
②道営水利施設等保全高度
化事業（津別１地区）継続　営
農用水整備（津別２地区）の計
画の策定
④農地耕作条件改善事業（岩
富地区継続
⑤小規模土地改良事業　継続

２、農業生産機能維持向上
①多面的機能支払い交付金
事業
継続
②鳥獣被害防止対策事業
　継続
③環境保全型農業直接支払
交付金事業
継続

◉スマート農業と大型機械化が進み、
津別ならではの創造性の高い農業が
実現しています。

◉計画的な農地整備、機械化により、
安定的で生産性の高い農業が行わ
れています。

◉地域で作られた安全・安心で美味し
い野菜・農作物を食べることができま
す。
農業体験や「食育」を通じて、子どもた
ちが津別町の農業の魅力と価値をよ
り一層感じられるようになっています。

◉「美味しい○○○○といえば津別
町」という全国区の特産品が生まれて
います。

◉グリーンツーリズムをはじめとする農
業×交流の体験プログラムが充実
し、新しい人のながれとリピーターが
農業への活気をもたらしています。



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

住民企
画課

・コワーキングスペースJIMBAの利用促進により、テレワーク等の誘致
促進を図った。

・移住定住サポートデスクにおいて、道東テレビの生配信番組「the井戸
端会議」とコラボしたオンラインイベントを開催し、移住定住の魅力につ
いて発信した。
→オンラインイベント：２件

・コロナ禍の影響により町内外
の往来が制限されており、移
住促進への脅威となっている。
・移住定住サポートデスクにお
けるイベント参加についても、
コロナの影響によりイベントに
参加できず。

・コロナ禍中が続けばオンライ
ンがメインとなるが、動きを止
めずに情報発信を継続してい
きたい。
・限られたチャンス内でのイベ
ントへの参加など、推進のため
に最大限促進していく。

【評価】
・とても良い取り組みと感じま
す。応援しています。

・JIMBAでテレワークをしてい
る方は実際どのくらいいるのだ
ろうか。コワーキングスペース
の概念に現在の利用の仕方
が合致しているのだろうか。

【支援】
・コロナ禍でなかなかできな
かった、道東テレビでのオンラ
インでのイベントと、その後
JIMBARでの交流両方進めて
いき、更に関係を強化できれ
ばと思っています。

産業振
興課

・小規模事業者若者雇用促進助成金事業の継続実施。
→R3新規助成：２事業者３名人（年間４事業者６人）
・ＵＩＪターン新規就業支援事業の継続実施と町内企業への法人登録の
推進。
→R3移住支援金支給：単身２名

・事業者と求職者、それぞれが
求める仕事のマッチング

・R4より、小規模事業者若者
雇用促進助成金事業の要件
緩和。時限要綱のため、継続
検討。
・R4より、UIJ新規就業支援事
業の要件拡大。

【提案】
・若者だと全体的に少ないの
で、外国人の雇用の促進、補
助なども考えてみてはどうだろ
う。

住民企
画課

・【再掲(1-1)】　・買い物等利便性確保の観点から、町内関連団体の推
薦者からなる推進協議会（一般公開）や、議会の特別委員会、全員協議
会において、中心市街地の整備（買い物環境整備、交通拠点整備、賑
わい創出）について議論を行なった。今年度は図書館を含むコミュニティ
棟整備の関係が主となった。
→市街地総合再生基本計画推進協議会（令和３年度　８回開催）
→まちなか再生事業調査特別委員会（令和３年度　８回開催）
→全員協議会（令和３年度　４回開催）※議題該当回のみ

・長期的かつ波及的な経済効
果が得られる事業としていくた
め、さまざまな条件（民間事業
者との連携、補助事業の活
用、人の集まる仕掛け作り等）
を整理していく必要がある。

・引き続き、市街地総合再生基
本計画推進協議会と、議会全
員協議会で合意形成を図りな
がら、事業を進めていく。

【提案】
・ドラッグストア建設について
は今年度中に改めて町民の意
見を伺う機会を設けてはどう
か。

４　産業・雇用　「人・地域が輝く たくましい産業づくり」　～未来へ繋ぐ農林業の振興と果敢なチャレンジが生まれるまち～
施策　４－３　雇用確保・商工業の振興　「多種多様な働く場を広げ誰もが笑顔で働くことができるまちづくり」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価

◉まちなかに複合商業施設が整備さ
れ、町内で生活に必要な買い物をす
ることができます。
周辺に多様な業態の店舗が営業しは
じめ、中心市街地ににぎわいが戻っ
てきています。

◉世代間・異業種・同業種の交流が活
発に行われ、横の連携による様々な
活動が行われています。

◉若者にとって魅力ある仕事があり、
住みやすい環境が整い、若者の定住
が進んでいます。

◉老若男女、障がい者も高齢者も外国
人も、働きたい人が働ける、魅力ある
仕事や働きやすい環境が整っていま
す。
働き手のニーズと仕事のマッチングに
より労働力不足が解消しています。

◉店舗や経営者の事業承継が進み、
若者へノウハウやスキルが受け継が
れています。

[4-3-2]　商業の
振興と買い物環境
の確保（複合商業
施設の整備）

[4-3-1]　若者の
定住促進策と連動
した若者の雇用推
進



産業振
興課

・起業等振興促進条例に基づき、カフェ・パン工房の新規起業支援。町
民の買い物環境の質の向上につながった。
・地元食材を活用した飲食物や特産品の販売拠点として、レストハウス
つべつの整備を実施したが、諸事情により現在休店中。年度内の再開
に期待する。

・既存店主の高齢化。 ・起業等振興促進条例がR４ま
での時限のため、継続検討。

【支援】
・引き続き、町内町外とわず起
業希望者のサポートを推進し
ていければと思います。

【提案】
・「クマヤキ」等の購入希望の
多い商品の町内販売は検討し
ないのですか？また、学生・若
者が購入しやすい価格帯のも
のも配置整備するべきと考え
ます。

保健福
祉課

・令和３年度１人町内で一般就労につなげることができたが、障がい者
の雇用の拡大を図ることまではできていない。
・前年度に引き続き、人材活用センターの運営費（専門員の人件費相当
額）を補助した。

・町内の就労支援事業所はＢ
型のみで、Ｂ型の就労に該当
しない障がい者は就労の場が
ない。
・定年後のライフスタイルの変
化や、既登録者の高年齢化、
新規登録者の減により、登録
者数が減少傾向にある。

・自立支援協議会での協議や
町内の関係機関と協議しなが
ら、障がい者、事業所、双方の
ニーズを捉えることとで、雇用
や就労の場の拡大に努めた
い。
・人活センターの就業内容を住
民や町内企業に広報し、定年
退職者に向けてのＰＲに努め
てもらうことで会員数の維持確
保に努めたい。

【提案】
・障がい者はもちろん。
外国人も考えて働きやすい環
境を整えていってみたはどうだ
ろう。

住民企
画課

・北海道つべつまちづくり株式会社が行う求人求職マッチング促進事業
に協力し、津別町内事業所の魅力や求人情報を集約したサイト『津別町
仕事情報発信サイト ワークINツベツ』を運用している。
→掲載申込事業所数：27件、うち新規１件
・事業者に求人求職マッチングに関するアンケートを実施し、サイト運営
等の改善を図った。
・支援制度や資格取得等について、随時お知らせとして掲載し情報発信
した。
・サイトのチラシ・ポスターを作成し、町内事業所や関係各所に掲載する
ようＰＲ活動を行った。

・津別町の実態を把握しきれ
ておらず、実施すべき対策を
明確にすることができていな
い。
・町内の事業所の就職にサイ
トによる効果があったかわから
ない。

・求人、求職情報を収集し、課
題を整理した上で、津別町に
適した対策について検討す
る。
・サイト運営を通じて新たな課
題が出てくることが予想される
ので、柔軟に対応し、都度改
善を図っていきたい。
・代表者及び従業員へ取材を
行い、事業所の魅力をもっと伝
えていく。

【評価】
・求職マッチング事業は大変素
晴らしいと感じますが、その周
知方法や必要性を上げること
が大事かと・・ハローワークと
の差別化や求人アプリとの比
較も検討すべきと感じます。

【提案】
・人材活用センターもワークイ
ンツベツに掲載してはいかが
でしょうか？

・ワークINツベツの運営による
効果を示してほしい。また、町
外や全国に向けての発信も必
要と考えるが現時点でどこま
で進めているのか。

◉まちなかに複合商業施設が整備さ
れ、町内で生活に必要な買い物をす
ることができます。
周辺に多様な業態の店舗が営業しは
じめ、中心市街地ににぎわいが戻っ
てきています。

◉世代間・異業種・同業種の交流が活
発に行われ、横の連携による様々な
活動が行われています。

◉若者にとって魅力ある仕事があり、
住みやすい環境が整い、若者の定住
が進んでいます。

◉老若男女、障がい者も高齢者も外国
人も、働きたい人が働ける、魅力ある
仕事や働きやすい環境が整っていま
す。
働き手のニーズと仕事のマッチングに
より労働力不足が解消しています。

◉店舗や経営者の事業承継が進み、
若者へノウハウやスキルが受け継が
れています。

[4-3-2]　商業の
振興と買い物環境
の確保（複合商業
施設の整備）

[4-3-3]　多様な働
き手・担い手によ
る労働力確保



産業振
興課

・起業等振興促進条例に基づき、１件の企業誘致（Local Found） ・起業等振興促進条例がR４ま
での時限のため、継続検討。

住民企
画課

・複合庁舎建設等まちなか再生基本計画に基づくコミュニティゾーンで
の、図書館、交通拠点、買い物拠点の一体的な整備を行う中で、まちな
か地区の景観向上へとつなげることも目指し整備を進めた。

・施設整備に係る住民合意を
得られていない部分がある。

・情報発信を心がけ住民合意
を得ることで、円滑に整備事業
を進めていきたい。

【評価】
・住民合意は必要かと感じま
す。柔軟に計画を修正する事
も必要なのでは。期待感よりも
不安感・不透明感の声を聴く
機会が多いです。

【提案】
・景観向上を謳うのであれば、
ドラッグストアは消防方面の空
地に配置したほうが良いので
は。役場庁舎、図書館、交通
拠点の景観にドラッグストアは
ミスマッチでは。

◉まちなかに複合商業施設が整備さ
れ、町内で生活に必要な買い物をす
ることができます。
周辺に多様な業態の店舗が営業しは
じめ、中心市街地ににぎわいが戻っ
てきています。

◉世代間・異業種・同業種の交流が活
発に行われ、横の連携による様々な
活動が行われています。

◉若者にとって魅力ある仕事があり、
住みやすい環境が整い、若者の定住
が進んでいます。

◉老若男女、障がい者も高齢者も外国
人も、働きたい人が働ける、魅力ある
仕事や働きやすい環境が整っていま
す。
働き手のニーズと仕事のマッチングに
より労働力不足が解消しています。

◉店舗や経営者の事業承継が進み、
若者へノウハウやスキルが受け継が
れています。

[4-3-5]　企業誘
致・街並みの整備

[4-3-4]　各種交
流促進によるスキ
ル・ノウハウ継承
の推進

【評価】
・若者ほどコロナの影響は少
ないです。オンラインを活用
し、リアル対面以上の連携事
業を進めるべきと感じます。学
生の時間は有限です、今出来
る経験をさせてあげたいもの
です。

【提案】
・毎年津別高校生のプレゼン
をみていますが、せっかくいい
内容なのに現場の声をきいて
いないので、もったいない内容
になっているなと感じることが
あります。
「調べる」の中に当事者にヒヤ
リングして現状把握することの
重要性もぜひ入れてみてはい
かがでしょうか？高校生の依
頼ならみなさん快くお時間とっ
てくれると思います。

・令和3年度に高校生の提案
が15件あるが、その中の1提
案に絞り、実現するところまで
取組んでみてはどうか。

・事業継承のリストをつくって
みてはどうだろう。

・やったことが自信となるように
「提案」として終わらすのでは
なく、形として残る「成果」として
残すところまで取り進めたい。

・コロナの影響により高校生と
大学生の交流が制限されたた
め、思うような活動ができな
い。

・北海道大学学生サークルHALCCと津別高校生との高大連携事業とし
て、「調べる力」「考える力」「伝える力」を身に着けることを目標として、津
別の未来を考えた高校生総合計画を作成。大学生を通じてまちづくり人
材の育成を図った。
→高校生による提案15件（令和３年度）

住民企
画課



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

[4-4-1]　創業・起
業・交流のための
空き店舗等の活用

住民企
画課

・空き家バンクの活用により空家等情報の一元化及び利用者への紹
介等を通じて空家利活用を図った。
→空き家等延べ登録数：空家25件（うち新規18件）、土地24件（うち新
規７件）
→利用希望者延べ登録数：95名（うち新規43件）
→マッチング件数：住宅賃貸４件、住宅売買８件、土地売買２件
・自治会を通じた空き家の掘り起こしを積極的に実施した。
・コワーキングスペースJIMBAの利用促進により、テレワーク等の誘致
促進を図った。

・コロナ禍において町内での多
世代・異業種交流に制限があ
り、停滞気味である。
・町外者の往来が制限されて
おり、情報発信や相互交流が
オンラインメインとなっている。

・空き家バンク、コワーキング
スペース、地域おこし協力隊な
どの各種制度や施設の連携を
通じて、空き家や空き店舗を
利活用した起業等を推進して
いく。

【支援】
・最近では休眠店舗へのききと
り調査なども行っています。今
後も様々な起業希望者に、す
ぐご紹介できる体制をつくって
いこうと思います。

【提案】
・協力隊をPR部門など、苦手
な部分などをフォローできるよ
うな仕組みがあると良いので
はと思います。広告代理店経
験や、特化した人を絞ってみて
はいかがだろう。

・空家について所有者の特定
や、危険な物件に関しては順
次解体を進めるなど町として
何かしらのアクションが必要で
はないか。空地の新しい利用
方法の検討も含めて。

[4-4-2]　地元企
業・経営者への支
援

産業振
興課

・商工会や両信金が中心に地元企業・経営者の支援を実施。
・中小企業者等の設備投資による生産性向上支援のために、先端設
備等導入計画の期間延長をした。
・起業等等促進条例補助金や小規模事業者若者雇用促進助成金、特
産品販路拡大支援補助金（年１回のところ、年３回まで拡大）の継続実
施。

・経営者の高齢化、事業継承
への支援

産業振
興課

・起業支援については、町のホームページ、くらしのガイド、移住サイト
の他、商工会や両信金、日本政策金融公庫とも連携し、情報発信を強
化した。
・津別町創業支援計画に特別創業支援等事業を追加し、創業支援を
強化した。
・R3年度の起業等促進条例補助金交付実績
　新設：３件、増設・改修：３件

・起業等振興促進条例がR4ま
での時限のため、継続検討。

【支援】
・起業支援に関しては、補助金
については役場担当部署、融
資については金融機関とも連
携しながら行っています。今後
も様々な側面からサポートして
いきたいです。

◉新規起業への支援制度や体制、情
報発信が充実し、創業・起業するため
に多くの人が集まっています。

◉空き店舗を有効活用したビジネスの
拠点や魅力的な店舖の開業、交流の
場など、多様な広がりを見せていま
す。

◉事業承継が進み、自営業者の世代
交代が円滑に進んでいます。

◉町内にコワーキングスペース等が充
実し、自由で多様な働き方を受入れる
環境が整っています。

◉町内・町外の人が交流できる多様な
場があり、それぞれ活発な交流活動
が行われています。

[4-4-3]　起業支
援・人材育成

４　産業・雇用　「人・地域が輝く たくましい産業づくり」　～未来へ繋ぐ農林業の振興と果敢なチャレンジが生まれるまち～
施策　４－４　創業支援　「創造・革新・交流が生み出す好循環が人を惹きつけ新たなビジネスを創出するまちづくり」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価



住民企
画課

・地域おこし協力隊員を対象として、自主研修等に係る旅費及び研修
負担金を負担することで、人材育成を図った。
→参加研修等：延べ３回

・コロナ禍において、起業への
ハードルが高くなっていること
から、補助事業利用の促進は
勿論のこと、隊員としての活動
期間中から起業まで（起業後
を含む）の一貫したフォローが
求められる。
・コロナ禍の影響で、地域おこ
し協力隊員が希望する研修へ
の参加を許可できないという
例もあり、スキル向上のため
に代替となるオンライン研修斡
旋等の必要性を感じる。
・起業だけでなく、事業承継に
ついても推進したいが、推進
の手法について悩んでいる。
需要についても調査が必要。

・北海道つべつまちづくり株式
会社と連携して地域おこし協
力隊員へのフォローアップに
取り組むことで、より密なフォ
ローアップを検討していく。
・町内外の地域おこし協力隊
員同士の繋がりを作る工夫を
行い、隊員同士の情報共有に
ついても推進していきたい。
・事業承継については行政だ
けでなく、商工会や金融機関
等をはじめとする関係者と連
携を図り、推進について模索し
ていきたい。

【評価】
・素晴らしい挑戦内容と感じま
す。頑張ってください

◉新規起業への支援制度や体制、情
報発信が充実し、創業・起業するため
に多くの人が集まっています。

◉空き店舗を有効活用したビジネスの
拠点や魅力的な店舖の開業、交流の
場など、多様な広がりを見せていま
す。

◉事業承継が進み、自営業者の世代
交代が円滑に進んでいます。

◉町内にコワーキングスペース等が充
実し、自由で多様な働き方を受入れる
環境が整っています。

◉町内・町外の人が交流できる多様な
場があり、それぞれ活発な交流活動
が行われています。

[4-4-3]　起業支
援・人材育成



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

[5-1-1]　観光プロ
フェッショナル人材
による観光地域づ
くりに特化した組
織の形成と推進

産業振
興課

・観光協会の法人化。 ・観光地域づくりの中核となる
人材の不足。

・観光協会を中心とした、観光
地域づくりの人材育成。
・観光事業者の横の連携。

【提案】
・町のイベントだけでなく、もっ
と観光に注視できるような体制
になったらいいかなと思いま
す。

【提案】
・観光協会が主体となっている
お祭りイベントについては町づ
くり会社にシフトしてはどうか。
観光協会はお祭り運営ではな
く”観光”についてしっかり考え
るべきではないか。

[5-1-2]　インバウ
ンド対応の推進

産業振
興課

・コロナの感染拡大により、インバウンドの受け入れなし。 ・インバウンドに対応した案内
看板等が未整備。

・多言語による、観光デジタル
マップの作成。
・インバウンドに対応した観光
案内看板の作成検討。

[5-1-3]　持続可
能な観光地域づく
り

産業振
興課

・観光協会の法人化により、協会の稼ぐ力を引き出す。 ・観光地域づくりの中核となる
人材の不足。

・エコツー協議会に向けた調
査・検討
・稼ぐ仕組みの醸成

【提案】
・津別だけでは厳しいので、オ
ホーツクと連携して強化してほ
しい。

【評価】
・現時点で観光協会として収益
化できる事業はないように思
えるが、今後どのような運営や
展開を考えているのか。

[5-1-4]　町民が
実感できる地域の
魅力づくりと魅力
発信人材の育成

産業振
興課

・自然体験プログラム体験料の助成、つべつ宿泊キャンペーンの助成、
ランプの宿森つべつの町民入浴料の全額割引のを実施。
→実績：自然体験プログラム延72人、宿泊キャンペーン延528人、ランプ
の宿町民入浴料の全額割引延6,879人

・観光への関心度。 ・R4年度も自然体験プログラ
ム体験料の助成、つべつ宿泊
キャンペーンの助成、ランプの
宿町民入浴料の全額割引の
実施。

【評価】
・自然体験プログラムの助成
は町民が体験＆知る良い機会
だったと思います。現在実施し
てる自然体験プログラムの助
成や、つべつ割は全国対象な
ので、移住定住HPでもPRして
いきます。

[5-1-5]　広域連
携の強化と観光イ
ンフラ整備の推進

産業振
興課

・３町広域観光協議会でのトレイルルート整備事業の実施。
・阿寒摩周国立公園広域観光協議会で、周遊ルートのモニターツアーを
実施。旅行会社や雑誌社による記事掲載やツアー造成、インスタや
Youtube発信を実施。

・町内観光施設の老朽化によ
り、修繕費が高騰。

・ハード、ソフトを含めた全体的
な改修計画の検討

【提案】
美幌峠の施設が刷新され注目
度が高い。津別峠展望施設に
おいても多くの方が立ち寄るよ
うな場所へリニューアルできな
いものか。

◉「○○といえば津別町」と知名度の
ある特産品や観光地があり、津別町
産の物を食べたり、購入できる場所が
あります。

◉魅力発信人材やガイド、外国語対応
可能な人材が育ち、全国・世界各国
から観光客が訪れるようになっていま
す。需要に合った宿泊施設が整備さ
れています。

◉広域連携しながら道東の定番観光
ルートに津別が入っており、多くの人
が立ち寄るまちとなっています。

◉「稼ぐ力」を引出し、持続可能で地域
資源の保全をしながら観光客を受け
入れる観光振興体制が整っていま
す。

◉エコツーリズムによる人的交流・観
光が活発に行われています。

５　観光・交流　「世界に発信できるつべつ・地域魅力づくり」　～地域資源の価値向上と交流がさらなる魅力につながる強みを活かした観光のまち～
施策　５－１　観光地域づくりの推進　「地域資源の価値を高める持続可能で戦略的な観光地域づくりの推進」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

[5-2-1]　多世代
交流や異業種間･
職場間交流促進
事業

住民企
画課

【R4年度から】
・「1-4-5　「津別町まちおこし大学ver.2.0」の実施」の検討に本取り組み
の要素を盛り込んでいく。

－ －

総務課
（姉妹都
市）

・コロナ禍で姉妹都市との交流事業は実施できなかった。 ・コロナ禍での相互交流は難し
い。

・コロナの状況により事業を再
開し、様々な分野で長く交流を
続ける。

【評価】
・町民レベルでは実感しない
が、姉妹都市との交流結果と
して具体的にどのような成果
があるのか教えてほしい。

【提案】
・現在オンラインが主流です。
対面にこだわらず、別の方法
で開催すべきかと・・姉妹都市
への意識が薄れると感じます

生涯学
習課
（スポー
ツ合宿）

・コロナ禍のなかで、道外からのスポーツ合宿誘致が厳しい状況だった
が、事前に体調確認をとるなどガイドラインを作成し、道内チームの受
け入れは実施した。
→バスケットボール２団体、グレステンスキー２団体、ラグビー２団体
延べ人数316名

・コロナウイルス感染症防止対
策のため、長年合宿を継続し
ていた道外チームの受け入れ
は困難なこと。道内外からの
合宿受け入れに対しては、町
民の理解が得られないこと。

・コロナウイルス感染症防止対
策を講じた受け入れ

[5-2-3]　定住自
立圏構想による行
政や各機関の連
携や交流

住民企
画課

・北見地域定住自立圏形成協定の中で協議していた、町内で発生する
燃やすごみについては、令和３年４月より北見市への持ち込みが開始
された。

・コロナウイルス感染症拡大防
止の観点から、対面での会議
開催ができていない。

・他分野においても、連携の可
能性を模索していく。

◉交流拠点等の整備（図書館、複合商
業施設等）がなされ、人々の交流が
活発に行われています。

◉南アルプス市、船橋市、台湾二水郷
などの姉妹都市や、スポーツ合宿の
つながりが継続発展し、全町民が親し
みを持てる交流が行われています。

◉スポーツや青年活動等、町内のそれ
ぞれの人にあったさまざまな形で交流
できる機会づくりが行われています。

◉人口減少に伴い、人不足から各団
体の活動を廃止・縮小するのではな
く、既存の価値観にとらわれず現状に
合った新たな活動が行われていま
す。

◉定住自立圏構想を活用した取組が
積極的に行われています。

[5-2-2]　姉妹都
市やスポーツ合宿
の来町者と町民と
の交流事業

５　観光・交流　「世界に発信できるつべつ・地域魅力づくり」　～地域資源の価値向上と交流がさらなる魅力につながる強みを活かした観光のまち～
施策　５－２　地域交流の推進　「人と人、地域と地域　つながりから多彩な魅力と価値が生まれるまちづくり」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

[6-1-1]　官民間で
の人事交流の実
施（人材育成と連
携基盤の形成）

総務
課

・北海道との人事交流は行っている。 ・限られた人数の職員の中で、
民間との人事交流までには
至っていない。

・公益団体への職員派遣や定
住自立圏域内での人事交流。

【提案】
・人材は限られるが、流山や改
革成功？ともいえる行政やICT
の先進地地域へ研修など行っ
てみてはいかがでしょうか。

[6-1-2]　自治会
活動、行政活動な
どや協働事業の
時代に即した在り
方の研究検討

住民
企画
課

・自治会活動、行政活動や協働事業の在り方などの研究・検討するため
に意見交換などの活動を行うことができていないが、他市町村の状況、
事例などの情報収集を行っている。

・コロナ禍での３密回避の観点
から、話し合う場を持つことが
難しい。

・高齢化により担い手不足が
顕在化してきている。

・コロナ対策を徹底した上で、
自治会活動、官民一体の協働
事業を研究・検討するための
機会の場を設けるなどの支援
を行っていく。

【評価】
・自治会についてはそのあり
方も含め見直す時期にきてい
ると思います。本来自治で改
善もしていくものだと思います
が、若者世帯への負担や、高
齢者とのトラブルも伺ったりし
ていると、そのあり方や、仕組
みを全体で考えていく必要が
あると感じています。

・コロナとの共存を考え活動を
実施すべきかと・・年単位で空
いてしまうと必要性が薄れてし
まうと感じます。

・戸数減少や高齢化、自治会
への参加率の低さから住民主
体での自治会活動に限界がき
ている。時代に即した統合など
の再編成が必要と感じる。

【提案】
・子供会など休会もあり、自治
体の改革は会費や人間関係
において大変だと思うが再編
を検討してほしい。

◉	実施主体が中心となり行政は支援
するスタイルができています。
◉	自治会や町民全般もより高齢化する
ので、民間の活動に頼った行政運営
も実施されています。
◉	異業種、異企業、異集団が広範囲に
つながり連携して町の発展に貢献し
ています
◉	行政、各企業・団体の若い世代が集
まり、意見交換できる環境が整ってい
ます。
◉	働き方改革推進協議会などで行政、
民間が課題共有をしています。
◉	行政課題、企業課題、諸課題を官民
で共有し協働・連携で解決することで
「まち育て」をしています。
◉	官民の間で人事交流、職員相互派
遣が実施されています。
◉	民間企業等による高齢者の見守り
などが小まめに行われています。
◉	SDGs（持続可能な開発目標）が定着
しています。

６　行財政　「持続可能な行政経営のまちづくり」　～次世代に受け継ぐ健全な行政経営に取り組むまち～
施策　６－１　協働の推進　「民間と行政が連携した行政運営とまちづくりの推進」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当
部署

内部評価



[6-1-3]　関係人
口の増加、移住促
進事業（新たなプ
レーヤー（まちづく
り活動人口）の増
加）の強化

住民
企画
課

・道東エリアリノベーションプロジェクトのパイロット事業として立ち上げた
起業支援型コワーキングスペース、地域融合型ゲストハウスにおいて、
多世代交流、異業種交流が図られた。
→地域融合型ゲストハウス　延べ宿泊者数241名、多世代・異業種交流
イベント22回（令和３年度）
→起業支援型コワーキングスペース　動画生配信番組　２番組（つべら
ない話、THE井戸端会議）　番組発信がきっかけでまちづくり団体発足
２団体（令和２年度）

・10月に空家バンクに登録されている本町の空き家において、道東エリ
アリノベーションスピンオフ企画として空き家１件の丸ごとガレージセー
ルを実施し、空き家という共通点で多世代、異業種の交流が生まれる
きっかけを生み出した。
→参加者延べ約100名（令和３年度）

・コロナ禍での３密回避の観点
から、多世代交流のハードル
が非常に高くなっている。

・オンラインでの交流の機会も
広げつつ、コロナ対策を徹底し
た上で対面での交流の企画も
探っていく。

【評価】
・新たなプレイヤー発掘の為、
今年も色々な企画考え実施し
ていければと思います。

・コロナとの共存を考え活動を
実施すべきかと・・年単位で空
いてしまうと必要性が薄れてし
まうと感じます。

・移住希望者は口を揃えて住
む場所がないと話される。特
賃や町営住宅には制限が多
いため住めず、空き家は老朽
化が著しいためお金がかかり
すぎて住めない。民間事業者
としてもフォローしたいと思うが
人助けする余裕はない。町とし
てどう考えているのか。

◉	実施主体が中心となり行政は支援
するスタイルができています。
◉	自治会や町民全般もより高齢化する
ので、民間の活動に頼った行政運営
も実施されています。
◉	異業種、異企業、異集団が広範囲に
つながり連携して町の発展に貢献し
ています
◉	行政、各企業・団体の若い世代が集
まり、意見交換できる環境が整ってい
ます。
◉	働き方改革推進協議会などで行政、
民間が課題共有をしています。
◉	行政課題、企業課題、諸課題を官民
で共有し協働・連携で解決することで
「まち育て」をしています。
◉	官民の間で人事交流、職員相互派
遣が実施されています。
◉	民間企業等による高齢者の見守り
などが小まめに行われています。
◉	SDGs（持続可能な開発目標）が定着
しています。



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

[6-2-1]　ICT（情
報通信技術）機
器・技術の積極的
な導入による業務
効率化

総務課 コロナ対策臨時交付金で導入したノートPCを活用し例規審査会、主要事
業ヒアなどペーパーレス会議の浸透・定着を進めている。
自治体DXに伴う行政サービスのオンライン手続化について対応を進め
ることとした。(R4年度中)
自治体DXに伴う共通化・標準化について対応を進めることとした。(R4～
R7）
確定申告のAI-OCRについて、北海道自治体情報システム協議会にて
検証完了。人力の確認作業に手間がかかり、費用対効果弱。完全な
オートメーションには時尚早との判断。

休暇届、時間外などの内部手
続きについても電子化を進め
ていきたいと考えているが、決
裁の流れについてより検討が
必要である。

休暇届、時間外などの内部手
続きの電子化について検討を
進める。

【提案】
・slackなどを活用して情報共
有、民間サイドからみると会議
が被って片方に出れなかった
りするので、そのあたりの情報
も共有してほしい。

[6-2-2]　働き方改
革を含めた行政組
織改革・運営

総務課 業務の視覚化を目的として、各担当と協力しながら全業務の業務フロー
を共通様式で図式化・整備する取り組みを行った。
R2から開始したファイリングの浸透・定着を目的とした研修会の実施と
ファイリングマネージャーに指揮・指導の実施。

業務多忙のため業務フローの
図式化への取り組みが進んで
いない担当へのフォローアップ
について。
各担当によりファイリングの運
用手法にばらつきが生じてい
る。

図式化された業務フローを有
用に活用していく手法を検討し
ていく。
予算計上される事業につい
て、全体的なマクロ視点で協
議・検討する組織の検討。

◉AI（人口知能）、OCR(光学式文字読
取装置)、RPA（ロボットによる業務自
動化）を活用した事務の効率化が進
んでペーパーレス化が定着していま
す。

◉柔軟に人を動かせる組織体制が確
立されています。（労働力の機動的配
分）

◉電子化等により文書管理の徹底が
済んでいます。（集中的に移行作業を
実施）

◉人口減少や予算規模が縮小しても
持続可能な行政運営体制が確立され
ています。

◉ICT（情報通信技術）の有効活用、文
書のデータベース化の徹底が済んで
います。

◉行政運営ノウハウ集、業務マニュア
ル（手順書）の完備による行政運営が
効率化しています。

◉行政運営での迅速な意思決定と適
時情報共有化ができています。

◉ICT（情報通信技術）等の活用により
事務作業が効率化・自動化されてい
ます。

◉柔軟に職員の配置を動かせる仕組
みができています。

◉北見地域定住自立圏が締結され連

６　行財政　「持続可能な行政経営のまちづくり」　～次世代に受け継ぐ健全な行政経営に取り組むまち～
施策　６－２　行財政　「効率的・効果的な行政運営と安定的な財政基盤の確立」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価



外部評価
挑戦したこと
（Challenge）
※定量的な実績を記載する。

挑戦の中で困っていること
（Problem）

次に挑戦すること
（Next Challenge）

挑戦に対する評価、激励、支
援、質問
(Assesment, Encourage
Support, Question)

総務課 ・ささえネット＠つべつのLINEでの情報配信を実施した。 ・登録者への情報配信で、不
特定多数に対する発信手段が
ない。

・ささえネットを常時周知して、
登録者数を増やし、素早い情
報発信・伝達をする。

住民企
画課

・広報紙などで定期的にアプリ「マチイロ」を周知し、より多くの住民へ
の情報発信の強化を行った。また、「ささえねっと＠つべつ」ＬＩＮＥ版
で、町のお知らせの配信を行い、スマホ世代への情報発信の強化を
行った。
→令和３年度マチイロ登録者184人

・現在、広報つべつにてアプリ
の周知を行っているが、定着
するまでに時間がかかると思
われる。
現在、広報つべつにてささえ
ねっと＠つべつのＬＩＮＥ版の周
知を行っているが、定着するま
でに時間がかかると思われ
る。

・SNS等の活用や、catalog
pocket（カタポケ）などの情報
配信ツールの活用を増やし、
ネットワークを利用した情報発
信を強化し、津別の情報をより
素早く伝える方法を検討する。

【支援】
・マチイロ、PRしていきます。

【提案】
・情報配信場所の統一を図る
のはどうでしょうか？これさえ
見れば大丈夫的なもの（広報
つべつの充実等）。また、広報
つべつで継続的にこれらの特
集を続けてみてはどうです
か？

[6-3-2]　プロモー
ション媒体イノベー
ション事業及び広
報人材育成事業

住民企
画課

・広報紙編集ソフトでの広報紙作成を行い、よりわかりやすい、見やす
い紙面の作成を行った。また、写真の掲載サイズを1.5倍拡大し、伝わ
る広報紙の作成を行った。ホームページ全体のリニューアルの検討を
行い、閲覧者が見やすいホームページの更新準備を行った。
→住民満足度調査「行政の情報発信等」の「満足」、「おおむね満足」
の割合73.3％（令和３年度）

・各課によるホームページの修
正を行っているが、それぞれ
の課や係で編集を行うため、
ホームページ全体の統一化が
図れていない。
また、新型コロナウイルスのた
め、東京で開催される広報作
成の新ツールのセミナーに参
加できずにいる。

・R4年度にホームページのリ
ニューアルを行う。
・広報紙でユニバーサルデザ
インの導入や、ホームページ
の編集方法の統一化などを検
討する。

【評価】
・広報がカラーになったり、補
助金のサッシもすごくわかりや
すくなったと思います。チャレン
ジ頑張ってください。

・役場HPリニューアル、すごく
楽しみです！！

・HPは見にくい感はあります。
TOPページは見やすく活気が
あるように感じます。他の詳細
ページは欲しい情報が得られ
ない事が多々ありました。

・ホームページが見ずらく必要
な情報を検索しにくい。広報は
見やすくなった反面、折りこみ
の量が広報と同じくらい多くな
り結果的に見ずらい。一冊に
まとめてほしい。

◉SNS等を活用した次世代型の情報
発信（双方向即時連携）が整備されて
います。

◉プロフェッショナル的な統一性のある
発信によるプロモーション展開が行わ
れています。

◉子育て情報が整理されているプラッ
トフォームが整備されています。

◉ブランドメッセージの確立によるシ
ティプロモーションが行われていま
す。

◉必要な人が必要なときに必要な情報
を受け取れる仕組みが整っていま
す。

◉デジタルサイネージが町内に数多く
設置されています。

６　行財政　「持続可能な行政経営のまちづくり」　～次世代に受け継ぐ健全な行政経営に取り組むまち～
施策　６－３　情報発信の強化　「情報発信力の強化と戦略的シティプロモーション施策の推進」

10年後の目指す姿
（Goal）

主な取り組み
（Project）

担当部
署

内部評価

[6-3-1]　ICT（情
報通信技術）を活
用したコミュニケー
ションネットワーク
整備（次世代ネット
ワーク）


